
資料２－４

ページ数 事業数

1～19 76

20～29 33

30～38 40

39～42 16

43～46 16

47～54 35

216　　
評価対象外 （目標値を定めないもの、すでに終了した事業、令和元年度実績なし等）

合　　　　　　　計

A 計画目標に対し、現時点で８割以上達成している。

B 計画目標に対し、現時点で５割以上８割未満達成している。

計画目標に対し、現時点で２割以上５割未満達成している。

D 計画目標に対し、現時点で２割未満達成している。

3

施策目標

　施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」

　施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」

　施策の柱３　「困難を抱える子ども・若者とその家族への支援」

C

　施策の柱４　「非行防止と安全対策の推進」

　施策の柱５　「居場所づくりと社会参加の推進」

　施策の柱６　「子ども・若者の生活の場におけるネットワークづくりの推進」

0

4

216

「静岡市子ども・若者育成プラン」達成状況一覧表

合　　　　　　　計

目標に対する評価 令和元年度末目標値達成基準 事業数

198

11
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画

H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

1 1 ① 学校教育課 人権教育研修会
年２回、各小中学校の人権教育担当者を集めて、人権教
育の研修会を実施している。

● ● ● 　

道徳（人権）教育担当者会を
年間２回実施した。学校教育
全体で取り組む道徳教育の
推進向上について教職員の
理解をさらに深めることがで
きた。

道徳（人権）教育担当者会
を年間２回実施する。学校
教育全体で取り組む道徳
教育の推進向上について
教職員の理解をさらに深め
ていく。

道徳・人権教育担当者会を
年間２回実施した。学校教
育全体で取り組む道徳教
育・人権教育の推進向上に
ついて周知を図り、教職員
への理解を深めることがで
きた。

- Ａ 継続

教育センターの道徳研修会
と学校教育課の人権研修
会を合わせて行っている。
どちらも、学校教育全体で
取組むものなので、今後も
連携して進めていきたい。

3 1 ① 建築総務課
ユニバーサルデザイン出前講
座

小中学生を対象に、ユニバーサルデザインを楽しみなが
ら学ぶ機会をつくり、その体験を通して、ユニバーサルデ
ザインへの興味を高め、様々な人を思いやる気持ちを育
てる。

● ● ●

講座回数　8回
（講座実施クラス数　11クラ
ス）

講座回数　6回

講座回数　25回
(講座実施クラス数　39クラ
ス
２団体)

225 Ａ 継続

ユニバーサルデザイン出前
講座を継続実施してきたこ
とで、受講希望校数が増加
してきた。令和元年度か
ら、よりユニバーサルデザ
イン教育を普及できるよう、
効率的かつ効果的な講座
内容を検討しており、今後
も検討を続ける。

4 1 ① 危機管理課
市政出前講座・静岡市の防災
体制とわが家の地震対策

南海トラフ巨大地震の被害想定。また、居住する地域で
発生が予想される自然災害の被害や対策などを具体的
に講話することで「自助・共助」の重要性を理解させるた
め、学校等において地震対策・防災教育に関する教育プ
ログラムを実施する際、関係機関と連携して講師等を派
遣する。

● ● ● ● ● ● ● 　

危機管理課
41回　3,609人
各区地域総務課
192回　12,622人

・市政出前講座の実施
・防災教育のための教材提
供及び授業の支援

危機管理課
34回　2,513人
各区地域総務課
242回　171,89人

（経常）
762の一

部
Ａ 継続

自助・共助の重要性につい
て講話することで、命の大
切さや思いやりを学ぶこと
に役立っていることから、今
後も学校等への講師派遣
を継続していく。

5 1 ①

健康づくり推進
課
葵区健康支援
課
駿河区健康支
援課
清水区健康支
援課

学童・思春期対象の健康教育
事業

命の大切さを学ぶため、中学生が総合的な学習の時間
において、赤ちゃんについての講義を聞き、実際に赤
ちゃんや母親とふれあう事業を実施する。
（保健福祉センターで実施）

● 　

葵区　　16回
駿河区　12回
清水区　4回
合計　　32回
参加者延人数　1,130人
（所外健康教育（思春期）
32回1,130人）

葵区　　15回
駿河区　9回
清水区　3回
合計　　27回

葵区　　15回
駿河区　9回
清水区　7回
合計　　31回
参加者延人数　1,073人
（所外健康教育（思春期）
31回1,073人）

- Ａ 継続

（評価）
目標どおり事業を実施し
た。
（今後に向けた取組）
今後は、学校関係と連携
し、ニーズに合わせた効果
的な事業の実施を検討して
いく。

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

1 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

6 1 ①
障害福祉企画
課

心の輪を広げる障害者理解促
進事業

障害の有無にかかわらず、国民誰もが相互に人格と個
性を尊重し支えあう共生社会を目指し、障害のある人に
対する国民の理解を図るため、市民を対象に「心の輪を
広げる体験作文」及び「障害者週間」のポスターを公募す
る。

● ● ● ● ● ● ● 　
応募作品数　34点
（作文　28点　ポスター　6点）

ポスター・作文の公募、内
閣府推薦作品の選出、市
入賞者の表彰

応募作品　21点
（作文　16点　ポスター　5
点）

22 Ｃ 継続

静岡市代表作品が内閣府
優秀賞を受賞するなど、内
容は充実したものであった
が、応募作品数は目標を
下回った。障がいや障がい
のある人に対する理解と認
識を深めるため、引き続き
事業を継続するとともに応
募者数増加につながる周
知方法について検討してい
く。

7 1 ①
障害福祉企画
課

心のバリアフリーイベント

市民に対し障害者のある人及び障害の理解と認識を深
めるとともに、障害のある人があらゆる分野の活動に積
極的に参加する等障害者福祉の増進を図ることを目的と
して、障害者週間にちなみ障害のある人とない人が交流
しふれあうためのイベントを実施する。

● ● ● ● ● ● ● 　

（１）ジズカンにて映画上映、
マルシェ出店
日時：H30.5.12,13（土、日）
場所：七間町周辺
（２）交流イベントの実施（高
齢者福祉課と合同開催）
日時：H31.3.16（土）10時～15
時
場所：葵スクエア、青葉緑地
B1

（３）啓発品の配布
日時：H30.12.3,4,5（月、火、
水）
場所：呉服町通り、アピタ静
岡店、イオン清水店
（４）心の輪を広げる体験作
文、障害者週間のポスター
入賞者表彰式
日時：H30.12.3（月）
場所：静岡庁舎ロビー
（３）パネル展示
日時：H30.12.3（月）～12.7
（金）
場所：静岡庁舎、駿河区役
所、清水庁舎

（１）交流イベントの実施
日時：R2.3.28（土）10時～
15時
場所：葵スクエア、青葉緑
地

（２）啓発品の配布
日時：Ｒ１.12.3（火）～Ｒ
１.12.9（月）いずれか1日
場所：呉服町通り、セントラ
ルスクエア静岡、イオン清
水（仮）

（３）障害者週間ポスター・
作文等展示
日時：12月
場所：葵区役所・駿河区役
所・清水区役所

(1)交流イベントの実施
新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、３月実施
予定であった心のバリアフ
リーイベントは中止

(2)啓発品の配布
日時：R1.12.3(火)イオン
清水、R1.12.4(水)セント
ラルスクエアR1.12.5(木)
呉服町通りで実施

(3)障害者週間ポスター・
作文等展示
日時：R1.12.3(火)～R1.12
.10(月)
場所：葵区役所、駿河区役
所、清水産業・情報プラザ
で展示

117 - 継続

イベント来場者へのアン
ケートでは、障がいについ
ての理解が深まった人が
実施できなかった今年度を
除き、過去３年間はいずれ
も98％以上であるため、開
催の効果が認められる。引
き続き、障がいや障がいの
ある人についての理解を深
めるためのイベント等を計
画していく。

8 1 ①
男女共同参画
課

学校出前講座「豊かなセク
シュアリティ」

男女お互いの「性と生」を尊重しあい、豊かな人間関係を
築くことを目的に、中学生を対象に、性教育に関する講
座を行う。

● ８校実施 ７校実施 ７校実施 60 A 継続
新たな受講生徒に対して、
セクシュアリティに関する出
前講座を実施する。

2 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

9 1 ① 日本平動物園 サマースクール
体験活動等を通じ、動物について学ぶ。
（１年、２・３年、４～６年生の３クラス各２回）
実施期間：8月上旬頃

● ● 　

１年生　　30名
2・3年生　74名
4～6年生　75名

１年生　30名
２・３年生　30名
４～６年生　40名

１年生　30名
２・３年生　30名
４～６年生　40名

4 Ａ 継続

目標値を達成できた。Ｒ２
年度は新型コロナウイルス
感染防止対策により開催
中止としたが、今後の開催
にあたっては感染要望対
策の徹底や各学年におけ
るスクールの募集人数と実
施回数の検討を行う。

10 1 ① 日本平動物園 写生大会
園内で動物等を描いた絵を提出（参加）してもらい、審
査・表彰等を行う。
実施時期：春…4月頃、秋…9月下旬～10月下旬頃

● ● ● ● ● ● 　 参加者217名 参加者150名 参加者72名 64 Ｃ 継続

期間中の天候不良もあり、
参加者数が目標を下回っ
た。Ｒ２年度は開催中止で
あるが、今後は、新型コロ
ナウイルス感染予防対策を
徹底しながら、参加者増に
向けた広報等情報発信を
強化していく。

11
1

3

①
② 日本平動物園 学校対応事業

①ふれあい教室の実施（小学校低学年・特別支援学校
等対象）
②飼育体験実習の受入れ（主に中学・高校・大学生の職
業体験等）
③ツアーガイドの実施（小学・中学・高校生を対象にした
園内ツアーガイド）
④出張動物園ガイド／講演（飼育担当者が学校を訪問し
講演）
⑤校外学習の受入れ（学校の授業の一環としての質問
への対応等）

● ● ● ● ● ● 　

①111回実施
②34人受入れ
③30回実施
④21回実施
⑤13回受入れ

①100回実施
②30人受入れ
③30回実施
④20回実施
⑤5回受入れ

①147回実施
②32人受入れ
③35回実施
④25回実施
⑤6回受入れ

動物園管
理運営経
費（経常）
288,280千
円の一部

Ａ 継続

Ｒ２年度は一部を一定期間
中止している事業もある
が、毎年実施している事業
であるため、新型コロナウ
イルス感染予防対策を徹
底しながら、時代のニーズ
や学校の要望等を踏まえ、
事業内容の効率化、適正
化を進める。

12
1

6

①
④ 救急課

応急手当普及啓発活動の促
進

学校教育での救命講習受講推進を図るため、毎年度、
市内全小中学校（小学5年生、中学２年生）に呼び掛けて
実施します。 市域において、将来的に大多数の市民が
受講済の環境を目指す。 救命講習を通し、命の大切さを
学ぶ環境を醸成する。

● ●

市内公立小学校　5,870人
市内公立中学校　5,335人
 　　　　　　　合計　11,205人
市内全小中学校で授業の一
環として救命講習を実施し
た。

市内全小中学校の小学5年
生、中学２年生に対し、学
校教育における救命講習
を実施
市内私立小中学校に救命
講習受講推進

市内小中学校で授業の一
環として救命講習を実施
市内公立小学校　5,473人
市内公立中学校　4,713人
 　　　　　　　合計　10,186人

市内私立小中学校　168人

8,465千円
の一部

Ａ 継続

・市内私立中学校にも協力
を要請し、一部の学校で講
習が実現したので、引き続
き実施を推進していく。
・新型コロナウイルス感染
症の拡大を踏まえた講習
方法を検討する必要があ
る。

3 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

13
1

1

①
②

男女共同参画
課

学校出前講座「自分らしく生き
よう」

性別による職業観などを題材に、ジェンダーバイアス（社
会的・文化的な性に関する偏見・差別）を取り除いて、お
互いの違いを認め合い、自分の才能を生かす力を身に
つけることを目的とした講座を行う。

● ３校実施 ３校実施 ３校実施 85 A 継続
新たな受講児童に対して、
男女共同参画に関する出
前講座を実施する。

14
1

1

①
② 消防総務課 中学生職場体験受入れ事業

消防隊・救助隊等の活動や訓練を実際に体験させるとと
もに、勤務体制・火災予防業務等、消防の仕事について
紹介・説明することにより、「消防業務」についての社会
学習機会を提供する。

● 　

実施校数　　　　42校
受入生徒数　　185人
（内訳）
市内校　29校・141人
島田・吉田・牧之原校
　　　　　　13校・44人

平成30年度並実施予定。２
日間にわたる社会学習機
会を提供することにより「消
防業務」を理解してもらう。
また、体験者の火災予防に
対する意識を啓発する。

実施校数　　　　45校
受入生徒数　　158人
（内訳）
市内校　32校・110人
島田・吉田・牧之原校
　　　　　　13校・48人

－ Ａ 継続

概ね例年並みの実績であ
る。今後も事業は継続する
ものの、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対策の
徹底が必要となる。

15
1

1

①
②

男女共同参画
課

中学生用男女共同参画副読
本「人と人とのよりよい関係を
つくるために」と、「市内相談機
関一覧」等を配付

男女の人権を尊重し、自分自身を大切にすることと同時
に、他の人も大切にし、人と人とのよりよい関係をつくっ
ていくための中学生用副読本を作成する。

●

49校配付　6,180冊配付
(市立43校5,560冊＋私立６校
620冊)

市内中学校に配付
53校配付　6,826冊配付
(市立43校5,745冊＋国・県・
私立10校1,081冊)

294 A 継続

チラシに掲載する相談機関
やLGBTQの内容を更新し、
副読本を新たな生徒に配
付する。また、学校生活等
における困難解消に向け
て、副読本の活用を促す。

16
1

1

①
④ 環境創造課

自然と環境学習の情報サイト
「しずおかみんなのしぜんたん
けんてちょう」

静岡市の生き物のいる場所、自然について、環境教育に
ついて、行政や市民団体等の情報を発信するウェブサイ
ト。情報を発信、共有することにより環境に対する意識の
高い人、自ら行動する人を育成し、協働による環境保全
施策を実施していく。

● ● ● ● ● ●
年間PV（ページビュー）数
33,889件

年間PV（ページビュー）数
34,000件

年間PV（ページビュー）数
37,400件

541 Ａ 継続

閲覧数を増加させるため、
引き続き庁内関係課や市
民団体等と連携し環境関
連イベントに係る情報を収
集して発信していく。今後
ウェブサイトの周知をしな
がらコンテンツの充実や閲
覧しやすいレイアウトを研
究し閲覧数向上を図る。

再

5

5

１

①
②
②

169 青少年育成課 成人の日行事
新成人を対象に記念式典を開催し、成人としての自覚を
促す機会を提供する。

● ● 　

実施
出席者：3,253人
参加率：48.51％

実施
出席者：3,200人
参加率：48.0％

実施
出席者：3,356人
参加率：51.4％

4,642 Ａ 継続

さらなる参加率の増に向
け、参加者のニーズに合っ
た魅力的なイベントの企画
と効果的な周知・参加呼び
かけに引き続き努める。

4 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

17 1 ①
動物指導セン
ター

ふれあいワンワン教室（動物
愛護教室）

市内幼稚園や保育園等を訪問し、寸劇による犬とのふれ
あい方を学んだり、犬猫とふれあうことにより、幼児が犬
に咬まれる事故の防止や命の尊さ、動物愛護精神を養
う。

● ● ● ●

・ワンワン教室　開催回数　1
回　18人
・犬、猫の譲渡　85頭
・イベント行事　開催回数　18
回　1,147人

毎月１回以上イベント（犬の
しつけ方教室など）を開催

・ワンワン教室　開催回数
1回　22人
・犬、猫の譲渡　71頭
・イベント行事　開催回数
15回　968人

- A 継続
毎月１回以上イベント（犬の
しつけ方教室など）を開催

18
1

2

①
②

動物指導セン
ター

動物愛護館体験学習受入
動物愛護館における犬猫の世話、館内清掃等、命に係
わる職業を経験することで、心豊かな人間性の育成を図
る。

● ● ● 受入人数　２４名 受入予定人数　３５名 受入人数　22名 - B 継続 受入予定人数　３５名

再
4

1

②
①

154
児童生徒支援
課

薬物乱用防止教室（薬学講
座）

喫煙、飲酒、薬物（覚せい剤、麻薬等）の乱用防止に努
めるため、学校薬剤師等を講師として各学校で乱用防止
教室を開く。

● ● 　

全小・中学校において、学校
薬剤師や警察署職員、専門
家を講師として招き、薬物乱
用防止教室を開催した。

喫煙、飲酒、薬物（覚せい
剤、麻薬等）の乱用防止に
努めるため、学校薬剤師等
を講師として各学校で薬物
乱用防止教室を開催する。

全小・中学校において、学
校薬剤師や警察署職員、
専門家を講師として招き、
薬物乱用防止教室を開催
した。

- Ａ 継続 -

再
5

1

①
①

168 危機管理課 地域防災訓練への参加促進

市内の小中高校に対し地域防災訓練への参加を促すと
ともに、関係団体に対し青少年の訓練参加への協力を依
頼する。
また、自主防災組織の実施する訓練計画を市ＨＰに掲載
し、青少年の地域防災訓練への参加促進のための情報
提供を行う。

● ● ● ● ● ● ● 　

参加：164,053人
（年間参加者数）
内
小学生：12,147人
中学生：12,861人
高校生：6,824人

市政出前講座実施時に、
市内の小中高校に対し地
域防災訓練への参加を促
すとともに、関係団体に対
し青少年の訓練参加への
協力を依頼する。
また、自主防災組織の実施
する訓練計画を市ＨＰに掲
載し、青少年の地域防災訓
練への参加促進のための
情報提供を行う。

参加：163,173人
（年間参加者数）
内
小学生：120,92人
中学生：120,13人
高校生：6,419人

（経常）
1,238の一

部
Ａ 継続

児童・生徒に地域防災訓練
へ参加していただくことで、
自助・共助の重要性を自ら
体験し命の大切さや思いや
りを学ぶことに役立ってい
ることから、今後も継続して
訓練を実施し、学校等へ生
徒の参加依頼をする。

5 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

19 1 ②
ごみ減量推進
課

ごみ減量啓発講座
沼上資源循環学習プラザでのごみ減量・リサイクルに関
する講座や沼上清掃工場の見学を通し、次世代を担う子
供達に、総合的な環境学習を実施する。

● 有 83校（5,468名）に講座を実施

市内小学校に通う４年生児
童の社会科授業における
施設見学として受入を行
う。

81校（5,271名）に講座を実
施

静岡市資
源循環啓
発施設指
定管理業
務（55,298
千円）の

一部

Ａ 継続

実施後の児童アンケートで
は理解度95.5%を得ており、
小学校における環境学習
の推進に寄与できている。
今後、引率教員等のアン
ケート結果からニーズに
沿った内容の見直しや、社
会環境の変化を反映したコ
ンテンツの提供に努める。

20 1 ②
スポーツ交流
課

全国少年少女スポーツチャン
バラ選手権大会in由比

スポーツチャンバラ少年少女が目指す全国大会を開催
し、誰もが自由にそして安全に楽しめる生涯スポーツとし
てスポーツチャンバラの普及、啓発を図る。なお、礼儀を
学び青少年の健全育成と健康であかるいまちづくりに寄
与する。

● ● ● ● ● 　

第44回大会実施
H31.3.23（土）～24（日）
参加者540人
（選手277人、保護者及び役
員263人）

第45回大会
R2.3.21（土）～22（日）
参加者予定550人
（選手300人、保護者及び
役員250人）

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止
（R2.3.2中止発表）

- - 継続

由比地区がスポーツチャン
バラの拠点となり、自立し
た大会が実施されるよう、
今後の大会の在り方を実
行委員会と協議し、万全の
運営体制を整えるよう働き
かける必要がある。

21 1 ②
スポーツ交流
課

エスパルスドリーム教室

本市のシンボルである清水エスパルスや大学と協働した
静岡版の魅力ある授業づくりを推進し、子どもたちの学
習への興味や関心を高めるとともに、心身の健全育成を
図る。

● ● 有

小学校７校
計14クラス
計321人

実施予定校数
　小学校10校程度

小学校10校
計26クラス
計764人

490 Ａ 継続

民間企業からの協力を得
て、キャリア教育メニューの
充実を図っていく。
また、事業実施経費の削減
を図るため、民間企業から
協賛金を得ることができる
ようエスパルス、大学側と
協議していく。

22 1 ②
スポーツ交流
課

エスパルスハロープロジェクト
事業

清水エスパルスと連携し、夢に向かって生きる子どもたち
の成長をサポートし、子育てで繋がる地域コミュニティの
推進を図るために、乳児に対しエスパルスオリジナルベ
ビースタイを配布する。
3～5歳児(年少・年中)の子どもとその保護者を対象に運
動神経系の発達に必要な運動や体力づくりの方法等を
エスパルススクールコーチが指導を行う。

● ● 有

エスパルスオリジナル
ベビースタイ配布
5,200枚

親子ふれあい運動教室
５回実施
未就学児及びその保護者
59組

エスパルスオリジナル
ベビースタイ配布
5,200枚

親子ふれあい運動教室
実施予定　５回程度
未就学児及びその保護者

エスパルスオリジナル
ベビースタイ配布
5,200枚

親子ふれあい運動教室
６回実施
未就学児及びその保護者
63組参加

- Ａ 継続

毎年継続してスタイが配布
できるるよう民間企業から
の協賛金の確保が課題と
なる。

6 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

23 1 ②
スポーツ交流
課

Ｊリーグアカデミーエスパルス
巡回スポーツ教室の開催

子どもを地域ぐるみで育て、健全な心身の発育を促すた
め、清水エスパルスと協働し、市内保育園や幼稚園に
サッカーコーチが訪問し、サッカーやボール遊びによる運
動教室を実施する。

● ● 有
実施箇所　126園
参加園児　3,678人

実施箇所　130園
参加園児　4,000人

実施箇所　128園
参加園児　3,577人

（清水エス
パルス交
流事業補
助金4,500
千円の一

部）

Ａ 継続

実施園数については、エス
パルススタッフの人員及び
実施スケジュールからほぼ
目一杯であるため、微増の
130園を目標としてきたが、
例年９割以上の実績を上
げている。
今後も継続して高い水準を
維持できるようエスパルス
と協議していく。

24 1 ②
スポーツ交流
課

清水エスパルスホームゲーム
小中学生招待事業

子どもがプロスポーツを身近に体感できる機会を創出し、
将来の夢や希望を抱くきっかけとなるよう青少年の健全
育成を図るため、市内全小中学生を対象に招待案内チラ
シを配布する。

● ● ● 有

市内小学校91校、中学校56
校全校児童・生徒へ招待案
内チラシを配布した。
【チラシ配布実績】
・小学校91校34,471人
・中学校55校18,362人

小中学生招待事業参加者
数
900人

小中学生招待事業参加者
数
859人

（清水エス
パルス交
流事業補
助金4,500
千円の一

部）

Ａ 継続

今後、より一層参加者の増
加を図るため、ＰＲの時期
や周知方法についてエス
パルスと協議していく。

再
2

1

③
②

103
スポーツ交流
課

全国少年少女草サッカ－大会

サッカーを通して友情の輪を広げ、技術、体力、精神面
における成長の場となるよう予選なしで参加できる少年
サッカーの全国大会。
募集チーム数：男子256チーム、女子32チーム

● 有

開催期間
H30.8.12（日）～16（木）
参加チーム数
男子256チーム
女子32チーム

開催期間
R1.8.9（金）～13（火）
参加チーム数
男子224チーム
女子32チーム

開催期間
R1.8.9（金）～13（火）
参加チーム数
男子224チーム
女子32チーム

9,669 Ａ 継続

新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、まずは大会
の開催自体が課題となる。
また、県外参加者の確保・
受入れについても課題とな
るため、日本スポーツ協会
や日本サッカー協会の示す
安全基準等に基づき、実行
委員会と連携を図り、十分
な安全対策を検討する必
要がある。

25 1 ②
スポーツ振興
課

全国大会出場選手補助金制
度

市を代表して全国的な規模及び水準で開催されるスポー
ツ競技大会に出場するスポーツ選手の所属する団体等
に対し、補助金を交付する。

● ● ● ● ● 有 164件交付 170件交付 136件交付 5,155 Ａ 継続

新型コロナウイルス感染症
の影響により大会が中止と
なったこともあり、交付件数
は計画を下回った。制度認
知度を向上させるため、
様々な場で周知を行う。

7 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

26 1 ②
スポーツ振興
課

市内高校野球大会の開催
市内高校の競技力向上とチーム間の交流を通して、一
層の競技力向上を図るため、市内１７校によるトーナメン
ト戦を開催する。

● ● ● 有 市内大会（10・11月）実施 市内大会（10・11月）実施 市内大会（10・11月）実施 1,066 Ａ 継続

引続き市内大会を継続す
ることにより、各校の交流を
促進するとともに競技力向
上を図る。

27 1 ② 環境創造課
風力発電施設「風電君」見学
事業

市民等が、環境に関する教育及び学習の振興を図るた
めに行う静岡市風力発電施設「風電君」の見学の機会を
提供する。

● ● ● ● ● ● ● 有 1,126人 見学者数：1,000人 524人 5,848 Ｂ 継続

施設見学利用者数の減少
を受け、次世代エネルギー
パークの構成施設としての
積極的なＰＲを行うため、こ
れまで市ホームページのみ
で公表していた構成施設に
関する情報を、新たな広報
媒体（facebook、チラシ等）
で積極的に市民（特に小学
校）へ周知を行っていく。

28 1 ② 税制課 租税教室

税務署(静岡・清水)に申込みをした市内小学校の６年生
を対象に、市の税務関係課の職員を講師として派遣し、
租税教室を実施する。
開催時期：通年

● 　

15校で実施した。
（対象35クラス、児童数936
人）

12校で実施予定

11校で実施した。
（対象34クラス、児童数926
人）
※学校の都合により、１校
実施できなかった。

- Ａ 継続

児童が税の意義や役割を
正しく理解することに貢献
できており、引き続き確実
に対応していく。

29 1 ② 廃棄物処理課 清掃工場施設見学
沼上・西ケ谷清掃工場の施設見学において、廃棄物処
理の仕組み及び廃棄物行政について教育を実施する。

● ● ● ● ● ● ● 　 見学者数　6,082名
市内小学校に通う４年生児
童の社会科授業における
施設見学等の受入を行う。

見学者数　5,941名 - Ａ 継続
評価：計画通り実施
取組：継続

8 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

30
1

2

②
① 子ども未来課 放課後児童クラブ運営事業

昼間就労等で保護者が家庭にいない小学生を対象に、
放課後適切な遊びを与え、生活の場を提供し、健全育成
を図る。

● ● 有 157室の運営実施 179室の運営実施 179室の運営実施 831,253 Ａ 継続
受託者との連携強化による
効果的な事業運営の推進
に取り組む。

31
1

2

②
② 教育総務課

南アルプスユネスコエコパー
ク井川自然の家自然体験活
動
（主催事業の実施）

自然の素晴らしさや厳しさにふれながら、自然環境の中
で集団訓練、野外活動、自然探求等を通じて豊かな情操
を培い、健全な心身の育成を図るもので、自然の家が主
催する体験活動を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● 　

小・中学生対象事業、家族・
グループ対象事業を合わせ
て22事業と自然体験活動指
導者育成講座を実施した。
荒天により、トム・ソーヤサ
マーキャンプ及び学生キャン
プリーダー育成講座が中止
となった。全ての事業に事故
等はなく、安全に実施した。
全体応募率は157％であっ
た。

・小中学生対象事業（トム・
ソーヤキャンプ）
・家族グループ対象事業
（食文化体験・自然体験・ト
レイルランニング等）
・自然体験活動指導者育成
講座
・学生キャンプリーダー育
成講座

小・中学生対象事業、家
族・グループ対象事業、自
然体験活動指導者育成講
座、学生キャンプリーダー
育成講座を年間22回実施
した。台風やコロナウイル
ス感染症の影響で２事業を
中止した。全ての事業に事
故等はなく、安全に事業を
実施することができた。全
体応募率は129％であっ
た。

8,593 Ａ 継続

応募率が200%を超える事
業もあり、高い需要に応え
るため定員や事業回数を
増やすなどの対応を検討
する。一方、応募が定員に
満たない事業もあり、プロ
グラムの内容について見直
しを進めていく。

33
1

2

②
② 教育総務課

南アルプスユネスコエコパー
ク井川自然の家自然体験活
動
（利用者受入れ）

自然の素晴らしさや厳しさにふれながら、自然環境の中
で集団訓練、野外活動、自然探求等を通じて豊かな情操
を培い、健全な心身の育成を図るもので、小中学校が主
体となる、宿泊訓練や、その他団体による自然体験活動
を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● 　

182団体、延12,627人が利用
した。このうち、小中学校の
利用は25団体、延5,469人
だった。

利用者に対し、安心・安全
な施設運営を行い、計画的
に利用者を受け入れてい
く。あわせて、新館宿泊棟
及び食堂棟の大規模改修
工事を実施し、安心・安全
性と快適性を高める。

204組、延11,651人が利用
した。このうち、小中学校の
利用は17校、3,515人で
あった。一方、個人での利
用は前年比200人増の673
人であった。
また、新館宿泊棟及び食堂
棟の大規模改修工事を予
定通り完了した。

36,675 Ａ 継続

小学校の自然体験活動が
他施設で実施される傾向に
あり、学校利用が年々減少
している。学校が自然体験
活動に求めるねらいに沿っ
た活動プログラムを提供
し、井川自然の家の利用を
促していく。
また、増加傾向にある個人
での利用をさらに増やして
いくため、リニューアルした
個室を活用する。

35
1

2

②
② 環境創造課 こどもエコクラブ事業

子ども達が将来にわたり環境を大切にする意識を持ち、
環境に優しい暮らしを実践していくために、環境学習や
実践活動を支援していく。(環境省事業）

● ● ● ● 　

参加団体：5
クラブ数：5
参加者：419人

参加団体：5
クラブ数：5
参加者：400人

参加団体：4
クラブ数：4
参加者：400人

- Ａ 継続

現状では積極的な周知を
実施していないが、市ホー
ムページ等を利用し、事業
周知による参加団体、参加
者の増加につなげていきた
い。

9 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

再
2

1

①
③

83 教育総務課 放課後子ども教室推進事業

地域・学校の連携協力により、学校施設を活用し、子ども
たちの様々な体験学習や異世代間交流等の「学びの場」
を提供する。
（H１９新規、国庫補助事業）

● ● 　

平成29年度実施の33校に新
たに11校を加えた計44校で
実施。

平成30年度実施の44校に
新たに32校を加えた計76
校で実施予定。

平成30年度実施の44校に
新たに31校加えた計75校
で実施。

65,245 Ａ 継続

未実施校についても順次
開設していくことを予定して
いる。
また、令和２年度から、本
事業と「学校応援団推進事
業」を統合した「地域学校
協働活動推進事業」の円滑
な実施に取り組む。

36
1

1

②
③ 青少年育成課 校庭開放事業

小学校の授業終了後から下校時刻までの間、校長の承
認のもとにＰＴＡにより設置された運営委員会が校庭等を
利用して、安全な遊び場を提供するための事業及び運営
費に対して補助金を交付する。

● ● 有 実施校９市立小学校 実施校２市立小学校 実施校２市立小学校 800 Ａ 廃止

放課後において児童に
安全な遊び場を提供し、児
童相互のふれあいの場と
することが出来た。
R2より、教育委員会所管の
子ども教室事業に完全移
行した。

37 1 ③
観光・MICE推
進課

静岡型体験観光
推進事業

本市の歴史・風土などにより培われた多くの資源を体験
プログラムとして整備・提供し、一般観光客、教育旅行等
の交流人口の増加を図る。

● ● ● ● ● ● ● 有
体験プログラムの利用件数
788件

体験プログラムの利用件数
1,000件

体験プログラムの利用件数
771件

3,929 Ｂ 継続

目標には届かなかったが、
新型コロナウイルス感染拡
大の影響により、修学旅行
や教育旅行で首都圏等を
選んでいた学校をターゲッ
トとし、本市で実施してもら
えるよう、支援団体とともに
PRしていく。

38 1 ③ 国際交流課 訪日教育旅行誘致事業
海外の学生を対象に教育旅行を誘致し、中高生との交
流を通じて国際相互理解を深めるとともに、外国人観光
客の増大を図る。

● ● ● 　
訪日教育旅行誘致実績
27件

訪日教育旅行誘致実績
25件

訪日教育旅行誘致実績
35件

194 Ａ 継続
補助金を更に使いやすく改
善する必要がある。

39 1 ③ 水産漁港課
しずまえ漁業見学ツアー実施
事業

次世代を担う子供を中心に、静岡市の前浜「しずまえ」で
獲れる魚や実際の漁を行っている風景を見学してもらう
ことによって、「しずまえ鮮魚」をより身近に感じてもらい、
しずまえの水産物の消費の拡大、地産地消の促進、海
の恵みを将来に向けて持続的な継承を図る

● ● 有

しずまえマグロ丸ごと体験ツ
アー
　８月23日実施
　19組38人

実施回数　１回

しずまえ定置網漁見学ツ
アー
10月5日実施
18組36人

330 Ａ 継続

「しずまえ」認知度向上のた
め、引き続き子供達に直接
漁業に触れる機会を創って
いく。

10 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

40 1 ③ 水産漁港課 清水お魚ふれあい事業

次世代を担う子どもたちに、本市の海や漁獲される魚、
そして漁業・水産業の姿を実際に体感してもらうことによ
り、海の恵みを将来に向かって持続的に利用していくた
め、資源管理や環境保全の重要性を伝えて理解してもら
い、本市水産業の発展に寄与することを目的とする。

● ●

しらす船引き網漁見学
　８月11日実施
　265人

清水港でしらす漁見学
【対象】市内に住む小学生
とその保護者
【人数】200名程度

清水港でしらす漁見学
　８月11日実施
　213人

500 Ａ 継続

本市を代表する「しらす漁」
を次世代を担う子どもたち
に体感してもらうため、実
行委員会に事業への協力
を要請する。

41 1 ③ 文化財課 登呂博物館の運営
登呂遺跡に関する資料の収集及び保管、研究を行うとと
もに、これらの展示と教育普及をはじめとする各種事業
を展開する。

● ● ● ● ● ● ● 無

・305日開館
・企画展5回開催
・入館者数　月13,983人
・体験活動
・各種講座、教育普及活動
・調査研究活動

・305日開館
・企画展5回開催
・体験活動
・各種講座、教育普及活動
・調査研究活動

・304日開館
・企画展5回開催
・入館者数　月14,130人
・体験活動
・各種講座・教育普及活動
・調査研究活動

50,034 Ａ 継続

課題として、リピーターの増
加を図るための方策を検討
する。令和２年度以降は、
新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、一部体験
項目を中止し、スタッフによ
る実演見学を行う。

42 1 ③ 河川課
治水啓発用冊子｢わたしたち
の巴川」の発行

巴川の歴史、水辺の文化、洪水の記録をはじめ、これま
での治水対策事業の取組み等を紹介し、啓発を図る。

● ● ● 　

6,900部発行
市立小学4年生全児童に配
布
治水交流資料館等に配架

6,000部発行予定。
市立小学４年生児童に配
布。
治水交流資料館等に配
架。

6,000部発行
市立小学４年生児童に配
布
治水交流資料館等に配架

661 Ａ 継続 -

43 1 ③ 学校教育課
静岡市立小・中学校音楽学習
交流会

小学校、中学校の選択・学級・学年・全校による合唱・器
楽等の日ごろの音楽学習の成果を発表する。全体交流
として、参加者全員による全体演奏を行い、音楽的感動
を共有できる音楽交流を行う。また、演奏に関する質疑
や意見交換等の教員研修の場を設け、今後の指導に生
かす。

● ● ● 　

平成30年11月20日に清水文
化会館マリナートで、27、28
日に静岡市民文化会館で実
施した。
参加校：小学校20校、小中学
校２校、中学校８校　計30校
参加人数：小学校1,540人、
小中学校38人、中学校1,142
人　計2,720人

音楽学習交流会実行委員
が運営するよう組織し、令
和元年11月19日（火）（清水
区）、11月26日（火）27日
（水）（葵区・駿河区）に開催
予定。

令和元年11月19日に清水
文化会館マリナートで、26、
27日に静岡市民文化会館
で実施した。
参加校：小学校18校、小中
学校２校、中学校10校　計
30校
参加人数：小学校1,381人、
小中学校37人、中学校
1,285人　計2,703人

437 Ａ 継続
令和２年度は新型コロナウ
イルス感染症予防の観点
から中止。

44 1 ③ 学校教育課
静岡市立幼稚園、小・中学校
美術展

市立幼稚園、小・中学校に通う子ども達の作品を一堂に
会して展示し、子ども・保護者・地域の方等多くの方々に
日常の取り組み見てもらうとともに、各園、学校の取り組
みを互いに見合うことで、造形への意欲や技術の向上に
役立てる。

● ● ● 　

平成31年１月17日（木）～20
日（木）に開催（清水区・葵
区・駿河区）
来場者　  12,653人

美術展実行委員が運営す
るよう組織し、令和２年１月
16日（木）～19日（日）に開
催（清水区・葵区・駿河区）
予定

令和２年１月16日（木）～19
日（日）に開催（清水区・葵
区・駿河区）
来場者　  15,565人

686 Ａ 継続
令和２年度をもって廃止の
予定。
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

45 1 ③ 環境創造課 エコモデル推進事業

学校ごと取り組むテーマを設定し、地球温暖化について
の体験学習、自然観察等を実施し、環境への興味・関心
を深めることにより、地球に優しい行動を自ら行う人材を
育成する。

● 有 参加者：221人 参加者：180人 参加者：216人 318 Ａ 廃止 -

46 1 ③ 環境創造課 水のおまわりさん事業
環境共生の街づくりの一環として、市民調査員による水
質調査を実施し、地域の環境意識を高める。

● ● ● ● ● ● ● 有
参加団体：26
参加者：925人

参加団体：15
参加者：800人

参加団体：30
参加者：1,112人

93 Ａ 継続

事業を通して身近な河川環
境に対する興味の醸成と
環境保全意識の高揚が図
られた。引き続き、様々な
水生生物が見られることを
各種媒体を使って周知し、
参加者の増加につなげる。

47 1 ③
まちは劇場推
進課

静岡まつり｢竹千代キッズ｣
静岡まつりの市民総踊り｢夜桜乱舞｣を小中学生に広め
るため、デモンストレーターによる練習会等を実施する。

● ● 　

小学生・中学生30人程度を
募集し、18回の練習会を行
い、３月の静岡まつりプレイ
ベント、４月の静岡まつりへ
参加した。

小学生・中学生併せて20人
程度を募集し、10回以上の
練習会を行い、３月の静岡
まつりプレイベント、４月の
静岡まつりへ参加する。

小学生・中学生併せて20人
程度を募集し練習会を実施
したが、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、練
習回数が減したことで7回
の実施、３月の静岡まつり
プレイベント、４月の静岡ま
つりへの参加については中
止となった。しかし、その影
響を除けば、事業周知の観
点において成果があったた
め、「A」評価とした。

671 A 継続
人数を増加させるため、関
係機関等と協議し、活動機
会の増加を図る。

48 1 ③ 水道総務課 水に関するポスター展

水の日（8月1日）及び水の週間（8月１日～7日）に関する
行事の一環として実施。水は自然の恵みで限りある貴重
な資源であることを再認識し、また上下水道事業に対す
る市民の理解を深めることを目的として静岡市内小学4
年生の児童を対象に「水」を題材としたポスターを募集。
審査を行い、優秀作品を決定し、受賞作品を各庁舎ロ
ビーに展示し、水に関する啓発を図る。

● 　

市内の小学４年生から募集。
入賞作品を上下水道局庁舎
３階展示コーナーに展示し
た。　＜8/1～8/30実施＞

市内の小学４年生から募
集。　　入賞作品を上下水
道局庁舎３階展示コーナー
に展示予定。　＜8/1～
8/30実施予定＞

市内の小学４年生から募
集。　　入賞作品を上下水
道局庁舎３階展示コーナー
に展示した。　＜8/1～8/30
実施＞

123 Ａ 継続

応募作品数が横ばい状態
であるため、募集方法の再
検討を行い、応募作品数を
増やす。

12 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

49 1 ③
海洋文化都市
推進本部

港の広報活動
（清水港見学会）

清水港の重要性や役割、取扱統計等の具体的な講義、
臨港地区や海上からの見学を通じ、次代を担う子どもた
ちの“港”に対する理解を深める。（年齢制限は定めてい
ないが、特に小学校３，５年生の参加が顕著である。）

● ● ● ● 　

小学校
38回開催
参加人数　3690人

小学校
28回開催
参加人数　3000人

小学校
37回開催
参加人数　3717人

152 Ａ 継続

昨年の数値を上回る見学
会の実施ができた。今後
も、参加校増加に向けての
呼びかけをしていく。また、
国や県と調整しながら広報
冊子の改定・充実を図る。

50 1 ③
中山間地振興
課

森林教室（自然ウォッチング）

森林インストラクターと共に観察路を歩き、樹木や動植物
について説明を受けながら自然を楽しみ、森林の働きを
学ぶ。
小学生以上一般市民４０名（一般公募）

● ● ● ● ● ● ● 　
１回実施
申込者　197人

市内の森林の自然観察
募集４０人
講師４人
１回実施

1回実施
参加者38名

112 Ａ 継続
・H30と比較して申込者が
大きく減少したため、広報
手段の拡充が必要である。

51 1 ③
中山間地振興
課

森林教室（しいたけ種駒打教
室）

椎茸の知識を深めてもらい、実際にコナラ等原木の玉切
り、種駒打ちを体験をする。

● ● ● ● ● ● ● 　
２回実施
126人

森林教室（しいたけ種駒打
教室）
２回(２月、３月)

1回実施（2月）
70人
新型コロナウイルスの影響
で3月実施予定のものが中
止となったが、2月は予定
通り実施した。

484 Ａ 継続
・3月は新型コロナウイルス
の影響により中止とした。

52 1 ③
中山間地振興
課

森林教室（自然観察会）
高山・市民の森園内で植物観察とクラフトを中心に季節
に応じた内容の森林教室を開催する。

● ● ● ● ● ● ● 　
６回実施
165人

６回実施
(1回20家族40人)

5回実施
申込者241人
参加者139人

658 Ａ 継続
・イベントの内容により、応
募数に大きくばらつきがあ
る。

53 1 ③
中山間地振興
課

森林教室（昆虫観察会）
高山・市民の森園内で昆虫観察を中心に季節に応じた
内容の森林教室を開催する。

● ● ● ● ● ● ● 　
５回実施
207人

６回実施
(1回20家族40人)

5回実施
申込者204人
参加者170人

696 Ａ 継続

・参加者にはリピーターも
多く問い合わせも多いた
め、今後も継続して実施す
る。
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

54 1 ③
中山間地振興
課

林業体験教室
高山・市民の森園内でチェーンソー取扱い講習を行い、
林業体験（伐採、玉切りなど）を実施する。

● ● 　
４回実施
50人

４回実施
(1回12人　７月のみ40人)

3回実施
申込者44人
参加者38人

627 Ｂ 継続

・参加者の満足度は高い
が、応募数が少ない。
・イベント周知による参加者
の増加が必要である。

55 1 ③
中山間地振興
課

産業フェア（林業祭）工作教室
産業フェアしずおかの林業ゾーンで、主に来場親子を対
象に、地域材であるスギ無垢材で製作された椅子、本
箱、道具箱等のキットを配布し、木工工作教室を行う。

● ● ● ● ● ● ● 　
１回実施
参加者 100組

１回(11月)
参加者 100組

1回実施
100組

673の一
部

Ａ 継続
・キット数の限り、作業時間
の問題があり、参加可能人
数に限りが出てしまう。

56 1 ③
中山間地振興
課

オクシズの森林体感！事業
総合的な学習の時間等において森林や林業に関する授
業を実施し、そのなかで森林のもつ重要な働きや、林業
にたずさわる人々の苦労を知り、皆で森林を守ろうとする
心情を育てる。

● ● 　
３校実施
46人

市内小学校
10校実施

11校開催
971人

1,264 Ａ 継続

・市内小学校から予想を超
える応募があり、多くの児
童に林業・製材業等の普及
啓発を実施できた。
・ICTを活用した取組は目
新しく、他自治体からも注
目を集めているため、今後
も継続して実施する。

57 1 ③ 農業政策課 お茶の美味しい入れ方教室
お茶の入れ方を学ぶことを通じてお茶に対する味覚を育
み、お茶を中心とした食育を図るとともに、本市基幹産物
であるお茶の啓蒙、消費促進を図る。

● 　

実施校80校
207教室

静岡市内小学校全90校へ
希望調査を取り、希望校に
対して実施
（対象：原則小学5・6年生）

実施校73校
189教室

3,360 Ａ 継続

小学校のカリキュラムの関
係で実施できない学校があ
るため、入れ方教室の対応
日数、時間数を増やすと
いった取り組みが必要。

58 1 ③ 文化財課 登呂遺跡の整備・運営
登呂遺跡を整備し、弥生時代の生活を体験できる体験学
習の場を提供する。

● ● ● ● ● ● ● 有

・305日開館
・企画展5回開催
・入館者数　月13,983人
・体験活動
・各種講座、教育普及活動
・調査研究活動

・305日開館
・企画展5回開催
・体験活動
・各種講座、教育普及活動
・調査研究活動

・遺跡を活用した体験事業
・復元水田事業
・各種講座、教育普及活動
・屋外体験者数　148,659人
・重要文化財登呂遺跡出土
品保存修理事業

3,565 Ａ 継続

課題として、リピーターの増
加を図るための方策を検討
する。令和２年度以降は、
登呂遺跡の水田を活用し
た各種イベントを実施して
いく。
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

59 1 ③ 文化財課 文化財資料館の運営
静岡浅間神社が所蔵する資料や、市域の歴史資料など
の展示活動を通じて、市民の地域文化に対する意識を
高めるとともに、文化財に対する理解を深める。

● ● ● ● ● ● ● 　

・278日開館
・常設展示
・企画展２回
・ミニ企画展１回
・入館者数10,877人

・常設展示
・企画展２回
・ミニ企画展１回

・275日開館
・常設展示
・企画展２回
・特別公開１回
・入館者数12,974人

14,670 Ａ 継続 子どもに分かりやすい展示

60 1 ③ 文化財課 埋蔵文化財センターの運営

遺跡の発掘調査において出土した数多くの遺物を貴重な
文化財として有効に活用することを目的として、整理・保
管するとともに、収蔵品の一部を展示し、市の埋蔵文化
財・歴史への理解を深める。

● ● ● ● ● ● ● 　

・出土遺物の整理
・常設展示
・企画展４回
・ギャラリートーク１回
・発掘調査報告会１回
・来館者数3,101人

・出土遺物の整理
・常設展示
・企画展４回

・出土遺物の整理
・常設展示
・企画展４回
・ギャラリートーク１回
・発掘調査報告会１回
・来館者数3,345人

13,175 Ａ 継続
子供にも理解できる内容の
解説展示

61 1 ③ 文化振興課 子どものための音楽ひろば

学校での学年の枠を取り払ったクラスで行う総合音楽講
座を実施する。各専門家（合唱・楽器奏法・演劇等）を講
師に迎え、多分野にわたる体験をさせ、修了発表会を行
う。（静岡音楽館事業）

● ● 有
コンサート鑑賞、修了会を含
め年間24回実施した。

コンサート鑑賞、修了会を
含め年間24回実施

年間21回実施
※台風19号及び新型コロ
ナウイルス感染症の影響
により、講座・修了会が中
止となった。

214,199

の一部
Ａ 継続

引き続き、音楽を通じた他
分野にわたる幅広い体験
を提供することにより、子ど
もたちが豊かな感性を養う
ことを目指す。

62 1 ③ 文化振興課 芹沢銈介美術館の運営
日本を代表する染色家、芹沢銈介の作品・コレクションの
企画展示や作品の保存収集、調査研究を通して、芹沢
の芸術を広く紹介し、その偉業を後世に伝えていく。

● ● ● ● ● ● ●

･268日開館
・企画展３回
・入場者数16,128人

･268日開館
・企画展３回
・入場者数17,000人

・267日開館
・企画展３回
・入場者数16,635人

41,453 Ａ 継続

令和元年度末から新型コロ
ナウイルス感染症の影響
により入場者数が減少傾
向にある。
新型コロナウイルス感染症
対策を講じ、引き続き安全
に開館できるよう努める。
また、他施設との連携や教
育普及活動の充実、多様
な広報媒体の活用により、
入場者数の増加を図る。

63 1 ③ 文化振興課
静岡市芸術文化活動発表会
参加奨励補助金

芸術文化の振興を図るため、芸術文化活動の発表会に
参加する個人・団体へ補助を行う。

● ● ● ● ● 有
補助金交付件数
44件（519人）

予算額を上限に、申請者に
対し補助金を交付

補助金交付件数
35件（435人）

1,181 Ａ 継続

申請を受け付けた出場者
全員に決定通知、確定通
知を送付し補助金を交付す
ることができたため、当初
の目標値を達成した。引き
続き広報活動を実施し、周
知に努める。

15 



16 

基
本
施
策

番
号

施
策
の
柱

基
本
施
策

再
掲

課名 事業名 事業概要
乳
幼
児

小
低

小
高

中 高 大
そ
の
他

保
護
者

総
合
計
画

H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

64 1 ③ 文化振興課 オーケストラ鑑賞事業
次世代を担う子どもたちの感性を養うために、本物の
オーケストラを鑑賞できる機会を提供する。

● ● 　

平成31年２月７日（木）
２公演
静岡市民文化会館大ホール
入場者数：2,891人

令和２年１月21日（木）
２公演
静岡市民文化会館大ホー
ル

令和２年１月16日（木）
２公演
静岡市民文化会館大ホー
ル
入場者数：1,959人

26,579の
一部

Ｂ 継続

学校の授業や行事が多忙
化する中、参加型のイベン
トにおける集客が課題と
なっている。
上記を含め、来年度以降、
各事業内容について、団体
及
び関係課と調整を図りなが
らリニューアルを行ってい
く。

65 1 ③ 文化振興課 静岡市美術館事業

多様な美術表現の公開、静岡市の特色ある美術文化の
創造と発信、美術文化の交流促進により、美術に関する
市民の知識及び教養の向上を図ることを目標にした事業
を実施する。
【①展覧会事業】年間5～6本の展覧会の開催、ミュージ
アム教室等展示解説の実施　講演会等展覧会関連事業
の開催
【②交流事業（教育普及事業）】各種ワークショップの開
催（「しずびオープンアトリエ」「しずびチビッこプログラム」
「プレゼントワークショップ」「暦とあそぶワークショップ」）、
トークイベント　等の開催

● ● ● ● ● ● ●

①展覧会事業：５本開催
②交流事業(教育普及事業)：
741人

①展覧会事業：５本開催予
定
②交流事業（教育普及事
業）：随時開催予定

①展覧会事業：５本開催
②交流事業(教育普及事
業)：
731人

272,293の
一部

Ａ 継続

令和元年度末から新型コロ
ナウイルス感染症の影響
により入館者数が減少傾
向にある。
展覧会事業や関連事業の
充実を図り、他施設との連
携や多様な広報媒体の活
用により、美術文化を多く
の入館者に提供していく。

66 1 ③ 調査法制課 静岡市子ども模擬議会

議場を見学するだけでなく、実際に議長、議員、市長、局
長などの席に座って本会議の流れを模擬体験すること
で、参加児童に市議会や市政への興味を持ってもらうと
ともに、家族の関心を高めることにもつなげる。

● 　 開催校数18校
（1,253人）

開催予定
校数：17校

開催校数18校
（1,150人）

－ Ａ 継続

参加校の先生、児童から
は、市議会について学ぶ良
い機会だった等の感想が
あった。今後は、小学生で
も親しみやすいシナリオの
作成等を行い、静岡市への
関心を持ってもらえるよう
事業を継続していく。

216 1 ③
駿河区役所地
域総務課

魅力づくり事業
（キャラクターPR）

区公認キャラクター「トロベー」を活用したイベント等を実
施することで、区の魅力発信や子どもたちの地元への愛
着心向上を図る。

● ● ●

・こども園ダンス教室　４回実
施
・区内小学校１年生学級（全
80学級）にトロベースタンプ
配布実施した。
・各学区オリジナルトロベー
デザイン　応募総数677点
優秀賞19点
優秀賞を原案としたトロベー
の新イラストを作成した。

・こども園ダンス教室の実
施　７回
・トロベーLINEスタンプの作
成

・こども園ダンス教室 7回実
施
・トロベーLINEスタンプ完
成、デザイン作成に区民投
票の実施 　投票者数2,851
名
・ラッピング公用車「トロ
ベー号」の作製
・トロベーぬいぐるみの作
製、区役所各窓口等設置

1,587 Ａ 継続

継続的な取組により、特に
若者を中心にトロベーの認
知度の向上が実感できて
いる。キャラクターを通じ本
区に更なる愛着をもってい
ただくため、引き続き実施し
ていく。

16 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

217 1 ③
駿河区役所地
域総務課

魅力づくり事業
（駿河区旬穫祭）

地域と協力し、旬の食材の収穫体験の実施や区特産の
農水産物の情報発信を行い、駿河区の「食」に興味を
持ってもらう。
（全５回のイベントのうち３回が子ども対象）

● ● ● ● ●

・長田の桃狩りとたたみいわ
し作り体験　24組49名参加
・長田唐芋クッキング　11組
26名参加
・さつまいも収穫体験　２園
52名参加

・駿河区旬穫祭クッキング
24組48名（小学生とその保
護者対象）

駿河区旬穫祭クッキング
32組64名（小学生とその保
護者対象）

68 Ａ 継続

子どもたちに地域の食材を
楽しく知ってもらうことがで
きており、募集後すぐに予
約が埋まる人気の事業で
あることから、引き続き実
施していく。

218 1 ③
駿河区役所地
域総務課

魅力づくり事業
（区民（わたしたち）の提案プロ
ジェクト）

平成２９年度に実施した駿河区区民意見聴取事業「区長
とまちみがきセッション」において、参加者から提案された
内容を事業化し、実施することで、区民とともに区の情報
発信を行う。

● ●

・「駿学ＷＡＬＫＥＲ」２大学　４
チーム　９名参加。12月25日
に「スルマガ」にて公開済。

・「SURUGA FES.」
大学生と連携し、駿河区の
魅力を発掘をコンセプトとし
た集客イベントを登呂エリ
アで実施する

・スルガフェスを実施。大学
生9名が実行委員として区
と一緒に若者向けイベント
を実施。来場者約2,000名

1,461 Ａ 継続

「若者の力を活かしたまち
づくり」を掲げ取り組んでお
り、若者のアイデアが区民
を惹きつける新たなコンテ
ンツとして発信できているこ
とから、引き続き実施して
いく。

219 1 ③
駿河区役所地
域総務課

駿河区区民意見聴取事業
区の区域に居住し、通学し、又は通勤する市民の参画に
より区の魅力ある地域づくりを推進するための区民意見
聴取を行う 。

● ● ●

駿河区の学生を対象として
組員意見聴取を実施。５大
学30名参加。
聴取した意見の区政への
フィードバック件数６件。

・静岡大学地域創造学環教
育センターと連携し、「地域
課題解決支援プロジェクト」
の中で企画・運営し、区民
意見聴取を行う。聴取した
意見を区政にフィードバック
した件数を４件程度とする。

・補助ファシリテーターとし
て大学生4名が企画・運営
を行い区民意見聴取事業
を実施。参加者19名のうち
高校生1名、大学生6名が
参加、聴取意見の区政へ
のフィードバック5件。

707 Ａ 継続

年齢、国籍問わず幅広い
区民との意見聴取から課
題解決やアイデアがでてお
り区政に反映できているこ
とから、引き続き実施して
いく。

67

1

2

6

③
②
②

文化振興課 伝統文化ワークショップ事業

我が国の伝統文化への理解と関心を深める機会を提供
するため、親子を対象に伝統文化に触れるワークショッ
プを開催する。
（実施内容）
　茶道（抹茶、煎茶）、落語、神楽、祭囃子等

● ●

８月４日（土）、５日（日）
１日２回（計４回）
静岡市民文化会館
実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、木遣
参加者数：190人

８月３日（土）、４日（日）
１日２回（計４回）

静岡市民文化会館

実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、琴

令和２年８月３日（土）、４日
（日）
１日２回（計４回）
静岡市民文化会館
実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、琴
参加者数：218人

26,579の
一部

Ａ 継続

定員を大幅に上回る申込
のある事業であるため、今
後も多岐に渡る文化メ
ニューを提供出来るよう企
画内容を検討していく。

17 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
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R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

68 1 ④ 国際交流課
ストックトン市青少年派遣、受
入事業（国際交流協会予算）

市内に在住、若しくは市内の中学校・高校に通っている
中高生5人を英語スピーチコンテスト上位入賞者の中か
ら面接試験にて決定し、教員の引率者1人と共に夏休み
の約2週間を姉妹都市ストックトン市でホームステイし、現
地の市民や青少年との交流等を行う。

ストックトン市で作文（静岡へ行きたい理由）、面接で選ば
れた５人の派遣生が、7月下旬に来静する。滞在中は市
内の家庭にホームステイし、市内の中高生との交流を図
る。静岡市からの派遣生と共にアメリカに帰国する。
（静岡市国際交流協会）

● ● ● 有

①７月24日（火）から８月６日
（月）まで、市内中高生５人、
引率者１人を派遣した。ホー
ムステイ、学校訪問、ヨセミテ
国立公園でのキャンプなどを
通じストックトン市との交流を
深めた。
②ストックトン側の意向により
中止。

①【派遣】
7月25日～8月18日にて、
市内中高生5名、引率者1
名を派遣予定。ホームステ
イ、学校訪問などを予定し
ている。
②【受入】
7月8日～18日にて、ストッ
クトンの青少年4名と引率
者1名を受け入れる予定。
市内施設や中高訪問、議
場見学、富士山へのハイキ
ングを計画している。

①【派遣】
7月25日～8月5日にて、市
内中高生5名、引率者1名
を派遣し、ホームステイ、学
校訪問、ストックトン市長表
敬などを実施した。
②【受入】
7月8日～17日にて、ストッ
クトンの青少年4名と引率
者1名を受入れ、市内施設
や中高訪問、議場見学、富
士山のハイキングを実施し
た。

①815

②855
Ａ 継続

これまで40年近く青少年交
流を重ね、多くの中高生が
異文化を体験してきた。ス
トックトン市側の姉妹都市
協会（ボランティア団体）の
主要人物が亡くなったこと
で、姉妹都市交流の連絡
調整が以前に比べ難しく
なっている。後任の人物を
見つけていただくよう、ス
トックトン市側と調整を進め
ている。

69 1 ④ 国際交流課
牧野スカラシップ（国際交流協
会予算）

元静岡市国際交流協会事務局長故牧野豊氏が、生前に
静岡市とオマハ市の姉妹都市交流促進に果たした功績
を評し、ネブラスカ大学オマハ校（UNO)で勉学を志す静
岡市出身学生に対し正規授業料を減免する。UNOでの
勉学に強い意欲を持ち、将来に渡り、国際交流・国際協
力の分野で活動することを希望する人材を選考しUNOに
推薦する。（静岡市国際交流協会）

● 有

派遣者１名を決定し、平成30
年８月からネブラスカ州立大
学オマハ校へ派遣した。（学
位取得まで、最長5年）

派遣者1名を決定し、令和2
年8月からネブラスカ州立
大学オマハ校へ派遣する。
（学位取得まで、最長5年）

応募者なしのため、派遣で
きず。

- - 継続

牧野スカラシップ制度で留
学中の学生がオマハ市側
で姉妹都市交流の担い手
となる一面をもつ。応募数
が年々減っており、また、
新型コロナウイルス流行に
伴い留学の形も異なる今、
留学するメリットの明確化
や、周知方法の検討が必
要である。

71 1 ④ 学校教育課
ＡＬＴ（外国語指導助手）招致
派遣事業

外国語指導助手を招致し、幼稚園、小・中学校に派遣
し、学級担任とのチーム・ティーチングの授業を行う。
（H29からALT招致事業と統合）

● ● ● ● 　

ALT(外国語指導助手)45名
市立全小・中学校に派遣し
た。

ＡＬＴ（外国語指導助手）45

名を招致する
市立中学校に原則１名を配
置、校区小学校へ訪問させ
る予定。

ＡＬＴ（外国語指導助手）45

名を招致。
市立中学校に原則１名を配
置、校区小学校を訪問し
た。

208,955 Ａ 継続 -

72 1 ④ 青少年育成課 青少年国際親善交流事業
青少年に国際交流の機会を提供することで、外国人との
相互理解と友好を深め、広い国際的視野と国際協調の
精神を養う。

● ● ● ● ● ● 有

市内青少年15名と市内ベト
ナム人留学生３名との交流
実施

市内青少年が国際交流で
きるイベントの実施。

市内中高生14名とワルシャ
ワ日本語学校生７名との交
流実施。

44 Ａ 継続

日本文化紹介を通じた交
流のみならず、海外の文化
の多様性を学ぶなど、国際
感覚や相互理解を深める
機会を創出するよう努め
る。

18 
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R2

継続
これまでの評価・課題と今後に

向けた取組

対象者

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①命の大切さを知り、思いやりを学ぶ体験活動を充実する
②規範意識を高め、コミュニケーション能力を向上させる集団体験活動を推進する
③地域に愛着を持ち、地域の発展に貢献する人材を育てる
④グローバル化の視点に立ち、視野を広げる社会体験、国際交流や学習の機会を提供する

施策の柱１　「自己有用感を持った子ども・若者の育成」　

220 1 ④ 国際交流課
シェルビービル市青少年派
遣、受入事業（国際交流協会
予算）

姉妹都市交流の促進、及び姉妹都市交流を支える人材
の育成を図る。

● ● ● ● 有

①【派遣】
8月9日～16日まで、中高生5
名と引率者2名を派遣し、
ホームステイ、小学校訪問、
シェルビービル市長表敬など
を実施した。
②【受入】
6月7日～12日まで、中高生、
引率者、随行の総勢20名を
受入れ、ホームステイ、副市
長表敬、議場見学、清掃工
場見学など実施した。

①【派遣】8月中旬　8日間
②【受入】6月上旬　6日間

①【派遣】
8月9日～16日まで中高生９
名と引率者２名を派遣し、
ホームステイ、シェルビービ
ル市長表敬、学校訪問など
を実施した。
②【受入】
6月6日～11日まで中高校
生４名と随行者４名を受入
れ、ホームステイ、中学校
訪問、議場見学や座禅体
験などを実施した。

①460

②264
Ａ 継続

静岡市側からもシェルビー
ビル市側からも参加希望者
の多い交流プログラム。旧
蒲原町の姉妹都市である
経緯から、現在も蒲原地区
を中心とした交流に偏って
おり、静岡市全体への周知
と交流の拡大が必要であ
る。

221 1 ④

教育センター
スポーツ交流
課

オリンピック・パラリンピック・
ムーブメント全国展開事業

市内の小中高等学校にオリンピック・パラリンピック教育
を推進するために、推進校を指定し、展開する。

● ● ● ● 有 推進校２５校 推進校２５校 4,732 Ａ 継続 推進校１３校

222 1 ②
スポーツ交流
課

JFAこころのプロジェクト「夢の
教室」

ＪＦＡから派遣される様々な競技のスポーツ選手を夢先
生として講師に迎え、夢先生の体験談をもとに、夢を持つ
ことの素晴らしさ、それに向かって努力することの大切さ
を子どもたちに伝える授業を実施する。

● 有 実施予定クラス数　３クラス 実施クラス数　３クラス 329 Ａ 継続

予算規模上、実施クラスが
限られるが、夢先生による
体験談をもとにした授業は
貴重な機会であるため、よ
り多くの子ども達に提供で
きるよう実施クラスの選定
方法やＰＲ方法について検
討していく。

223 1 ② 文化財課 三保松原文化創造センター
三保松原を訪れる者に名勝及び世界遺産である三保松
原の価値や魅力の発信、松原保全に係る普及啓発を行
う。

● ● ● ● ● ● ●

・365日開館
・常設展示
・企画展４回開催
・入館者数210,000人（年
間）

・365日開館
・常設展示
・企画展４回開催
・入館者数665,744人（年
間）

27,240 Ａ 継続
子どもや若者を惹きつける
展示

19 



20 

施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
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R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

73 2 ①
学校教育課
教育センター

学校訪問事業
指導主事が学校を計画的に訪問し、授業内容や校内研
修について指導助言をすることで、学校における自校な
らではの教育実践の一層の充実、向上を図る。

● ● ●

①学校経営支援訪問（当
初・要請訪問・ヒアリング）
小学校83校、中学校39校
小中学校４校
②計画訪問
小学校39校、中学校18校
小中一貫校４校

①学校経営支援訪問
②計画訪問
小学校26校、中学校９校

①学校経営支援訪問
要請訪問・・・小59校
　　　　　　　　中19校
②計画訪問
小学校26校、中学校９校

- Ａ 継続

授業改善に向けての指導
助言を引き続き行っていく。
令和２年度計画訪問は新
型コロナウイルス感染症へ
の対応を考慮し中止。

74 2 ① 教育センター
本物の文化・スポーツに接す
る機会の充実

文化財の探訪や音楽等の文化活動、芸術作品の鑑賞、
様々なスポーツを行うことで子どもは感動を得て夢を育
むことから、本物の文化やスポーツに親しむことができる
機会の一層の充実を図る。

● ● ● 　

平成30年６月７・８日に静
岡市内の公立・私立小学
校６年生5,788名が劇団四
季「こころの劇場」を鑑賞し
た。また、文化庁や県の専
門家派遣事業を活用し、本
物の文化に親しむ機会を
持った。

劇団四季「こころの劇場」を
小学校６年生対象に令和
元年６月12・13日に鑑賞す
る。文化庁や県の事業の
紹介、募集をし手続きを行
う。

令和元年６月12・13日に静
岡市内の公立・私立小学校
６年生5,772名が劇団四季
「こころの劇場」を鑑賞し
た。また、文化庁や県の専
門家派遣事業を活用し、本
物の文化に親しむ機会を
持った。

- Ａ 継続

令和２・３年度の劇団四季
「こころの劇場」は、新型コ
ロナウイルス感染症対応に
伴う劇団の経営悪化のた
め、中止となる。

76 2 ① 教育センター 学校図書館教育推進事業
児童生徒が本に親しむことにより、読書量の増加や調べ
学習の充実が図れるよう、学校図書館の機能を向上させ
る。

● ● ●

6学級以上の学校、または
児童生徒数が60人以上の
学校に学校司書を配置し
た。勤務日数は児童生徒
数に応じて設定した。図書
館管理システム未配備校
に配備した。

全ての学校に学校司書を
配置する。（昨年度の学校
司書未配置校には兼務で2
名の学校司書が巡回す
る。）勤務日数は児童生徒
数に応じて設定する。

全ての学校に学校司書を
配置した。（児童生徒数60
人以上の学校104校に学校
司書を配置。60人未満の
学校21校には、学校司書
兼支援員を兼務で配置。）
勤務日数は、児童生徒数
に応じて設定した。

61,640 Ａ 継続

学校司書の勤務や研修の
拡大と授業での学校図書
館の活用を図る。

78 2 ① 環境創造課 環境学習指導員派遣事業

地域や学校等の多様な場で行われる環境保全に関する
教育や自然を体験的に学ぶ学習会等に講師（環境学習
指導員）を派遣し、自発的な環境保全活動の促進を図
る。

● ● ● ● ● ● ● 有
派遣回数：102回
派遣指導員数：200名

派遣回数：100回
派遣指導員数：200名

派遣回数：99回
派遣指導員数：200名

2,530 Ａ 継続

専門的分野の講師派遣に
より科目に沿った講義が実
施できる。各種媒体を利用
し事業周知を実施し多くの
参加者の増加につなげた
い。

79 2 ①
環境保健研究
所

夏休み講座
主に小中学生を対象として、科学に興味を抱くような実験
を体験してもらう（環境・食品・微生物の分野から実施可
能な講座を開催）

● ● ● ● ● ● ● 　
平成30年8月12日出展
参加人数255人

静岡科学館る・く・るで開催
される、サイエンスフェス
ティバルinる・く・る「青少年
のための科学の祭典」に出
展

令和元年8月12日出展
参加人数300人

127 Ａ 継続

今後も多くの子どもたちに
科学の不思議さ、楽しさを
実感してもらうことのできる
テーマを設定の上、引き続
き実施していく。

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）
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子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

80 2 ① 中央図書館 図書館事業

定例おはなし会や読み聞かせボランティアの活用など、
子どものときから本の魅力を知るための事業やヤングア
ダルトの支援を目的とした事業等を実施する。
また、南部図書館、清水中央図書館の視聴覚ホールに
おいて、青少年育成に役立つアニメ・劇映画の上映会な
どの事業を実施する。※マビック廃止のための変更。

● ● ● ● ● ● ● 　

980回実施
【内訳】
イベント・講座　107回
おはなし会　　829回
南部・清水中央子ども映画
会　44回

前年度同様、定例おはなし
会や読み聞かせボランティ
アの活用など、子どものと
きから本の魅力を知るため
の事業やヤングアダルトの
支援を目的とした事業等を
実施する。また、南部図書
館、清水中央図書館の視
聴覚ホールにおいて、青少
年育成に役立つアニメ・劇
映画の上映会などの事業
を実施する。

933回実施
【内訳】
イベント・講座　131回
おはなし会　　769回
南部・清水中央子ども映画
会　44回

584 Ａ 継続

令和２年２月までは、計画
に沿って順調に進行してい
たが、新型コロナウイルス
感染拡大の影響で休止と
なった。今後は新型コロナ
ウイルス感染予防対策をと
りつつ実施。

再
6

2

④
①

215 子ども未来課 児童館運営事業

児童に健全な遊びを与えて健康を増進し、情操豊かにす
ることを目的とした地域児童の健全育成のための拠点施
設である児童館において、18歳未満の児童を対象とし、
さまざまな行事・教室を開催する。

● ● ● ● ● ● ● 　
市内12館の指定管理によ
る運営実施

市内12館の指定管理によ
る運営実施

市内12館の指定管理によ
る運営実施

226,816 Ａ 継続

指定管理者等との連携強
化による効果的な事業運
営の推進に取り組む。

再
1

2

②
①

30 子ども未来課 放課後児童クラブ運営事業
昼間就労等で保護者が家庭にいない小学生を対象に、
放課後適切な遊びを与え、生活の場を提供し、健全育成
を図る。

● ● 有 157室の運営実施 179室の運営実施 179室の運営実施 831,253 Ａ 継続

受託者との連携強化による
効果的な事業運営の推進
に取り組む。

81
2

2

①
② 文化振興課 静岡科学館事業

体験することを通して身近な科学に親しみ、科学への関
心を高める事業を実施する。

● ● ● ● ● ● ● 有

常設展示50点
毎土日祝日にサイエンス
ショーや科学工作等のソフ
ト事業を実施した。

常設展示47点
毎土日祝日にサイエンス
ショーや科学工作等のソフ
ト事業を実施予定

常設展示47点
毎土日祝日にサイエンス
ショーや科学工作等のソフ
ト事業を実施した。

202,630

の一部
Ａ 継続

引き続き、企業や大学等と
連携したソフト事業の実施
により、新しい技術などを
多くの来館者に提供してい
く。

82
2

3

①
①

児童生徒支援
課

静岡市高等学校定時制通信
制教育振興会補助金

補助金交付団体
①静岡市高等学校定時制通信制教育振興会
②静岡県立清水東高等学校定時制教育振興会

● 　
２振興会に補助金を交付し
た。

２振興会に補助金を交付し
た。

２振興会に補助金を交付し
た。

1485 Ａ 継続 -

83
2

1

①
③ 教育総務課 放課後子ども教室推進事業

地域・学校の連携協力により、学校施設を活用し、子ども
たちの様々な体験学習や異世代間交流等の「学びの場」
を提供する。
（H１９新規、国庫補助事業）

● ● 　

平成29年度実施の33校に
新たに11校を加えた計44
校で実施。

平成30年度実施の44校に
新たに32校を加えた計76
校で実施予定。

平成30年度実施の44校に
新たに31校加えた計75校
で実施。

65,245 Ａ 継続

未実施校についても順次
開設していくことを予定して
いる。
また、令和２年度から、本
事業と「学校応援団推進事
業」を統合した「地域学校
協働活動推進事業」の円滑
な実施に取り組む。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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基
本
施
策
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課名 事業名 事業概要
乳
幼
児

小
低
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高

中 高 大
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他
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者

総
合
計
画

H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

再
1

2

②
②

31 教育総務課

南アルプスユネスコエコパー
ク井川自然の家自然体験活
動
（主催事業の実施）

自然の素晴らしさや厳しさにふれながら、自然環境の中
で集団訓練、野外活動、自然探求等を通じて豊かな情操
を培い、健全な心身の育成を図るもので、自然の家が主
催する体験活動を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● 　

小・中学生対象事業、家
族・グループ対象事業を合
わせて22事業と自然体験
活動指導者育成講座を実
施した。荒天により、トム・
ソーヤサマーキャンプ及び
学生キャンプリーダー育成
講座が中止となった。全て
の事業に事故等はなく、安
全に実施した。全体応募率
は157％であった。

・小中学生対象事業（トム・
ソーヤキャンプ）
・家族グループ対象事業
（食文化体験・自然体験・ト
レイルランニング等）
・自然体験活動指導者育成
講座
・学生キャンプリーダー育
成講座

小・中学生対象事業、家
族・グループ対象事業、自
然体験活動指導者育成講
座、学生キャンプリーダー
育成講座を年間22回実施
した。台風やコロナウイル
ス感染症の影響で２事業を
中止した。全ての事業に事
故等はなく、安全に事業を
実施することができた。全
体応募率は129％であっ
た。

8,593 Ａ 継続

応募率が200%を超える事
業もあり、高い需要に応え
るため定員や事業回数を
増やすなどの対応を検討
する。一方、応募が定員に
満たない事業もあり、プロ
グラムの内容について見直
しを進めていく。

再
1

2

②
②

33 教育総務課

南アルプスユネスコエコパー
ク井川自然の家自然体験活
動
（利用者受入れ）

自然の素晴らしさや厳しさにふれながら、自然環境の中
で集団訓練、野外活動、自然探求等を通じて豊かな情操
を培い、健全な心身の育成を図るもので、小中学校が主
体となる、宿泊訓練や、その他団体による自然体験活動
を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● 　

182団体、延12,627人が利
用した。このうち、小中学
校の利用は25団体、延
5,469人だった。

利用者に対し、安心・安全
な施設運営を行い、計画的
に利用者を受け入れてい
く。あわせて、新館宿泊棟
及び食堂棟の大規模改修
工事を実施し、安心・安全
性と快適性を高める。

204組、延11,651人が利用
した。このうち、小中学校の
利用は17校、3,515人で
あった。一方、個人での利
用は前年比200人増の673
人であった。
また、新館宿泊棟及び食堂
棟の大規模改修工事を予
定通り完了した。

36,675 Ａ 継続

小学校の自然体験活動が
他施設で実施される傾向に
あり、学校利用が年々減少
している。学校が自然体験
活動に求めるねらいに沿っ
た活動プログラムを提供
し、井川自然の家の利用を
促していく。
また、増加傾向にある個人
での利用をさらに増やして
いくため、リニューアルした
個室を活用する。

85 2 ②
まちは劇場推
進課

「まちは劇場」推進事業　まち
は劇場コンサート事業

「学校訪問コンサート」
児童・生徒の音楽に対する理解及び関心を高め、青少年
の情操教育に資するため、小中学校を訪問し、生演奏を
気軽に鑑賞することができる機会を提供する。

● ● ● 有

公演回数14回
（小学校8校、中学校4校、
特別支援学校2校）
参加者数：4,549人

公演回数14回（小学校７
校、中学校４校、特別支援
学校３校）

公演回数14回
（小学校７校、中学校４校、
特別支援学校３校）
参加者数：4,866人

34,500

の一部
A 継続

実施計画のとおり実施でき
た。
学校訪問コンサートの申込
校が固定化してきているた
め、校長会などで引き続き
周知をするとともに、こども
園などへの活動を新たに
実施していく。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

86 2 ②
まちは劇場推
進課

「まちは劇場」推進事業　　ま
ちは劇場コンサート事業

「０歳から入れる！親子クラシックコンサート」
親子で気軽に音楽を楽しむことができる機会を提供し、
文化活動に興味関心を高めるため、乳幼児を含む親子
が入場可能なコンサートを開催する。

● ● 有

①平成30年６月２日（土）
静岡市民文化会館大ホー
ル
来場者数：1,372人
②平成30年11月17日（土）
静岡市清水文化会館大
ホール
来場者数：1,213人
③④平成31年２月23日
（土）（午前午後２公演）
静岡音楽館AOI
来場者数：853人

①令和元年６月29日（土）
静岡市民文化会館大ホー
ル
②③令和２年２月11日（火・
祝）（午前午後２公演）
静岡音楽館AOI
④令和２年２月16日（日）
静岡市清水文化会館大
ホール

①令和元年６月29日（土）
静岡市民文化会館大ホー
ル
来場者数：1,390人
②③令和２年２月11日（火・
祝）（午前午後２公演）
静岡音楽館AOI
来場者数：818人
④令和２年２月16日（日）
静岡市清水文化会館大
ホール
来場者数：1,033人

34,500

の一部
A 継続

どの公演も人気の公演と
なっており、多くの応募が
ある。
今後も引き続き、４公演程
度実施していく。

87 2 ② 環境創造課
環境学習ハンドブック作成事
業

身近な環境・静岡の環境をハンドブックにして紹介し、子
ども達に自然と触れ合う機会を提供し、環境教育の普及
啓発を図る。

● ● ● ● 有

・環境学習ハンドブックの
改訂 １冊
・市内全小学４年生に配付

・環境学習ハンドブックの作
成又は改訂 １冊
・市内全小学４年生に配付

・環境学習ハンドブックの作
成又は改訂 １冊
・市内全小学４年生に配付

586 Ａ 継続

ごみ減量推進課の協力に
より海洋プラスチックに焦
点を当てた冊子を作成。今
後、漠然と新しい冊子を作
成し続けるのではなくて、
活用場所や方法等と併せ
て、より効果的な活用をし
ていきたい。

88 2 ② 農業政策課
アグリチャレンジパーク蒲原農
業体験講座

アグリチャレンジパーク蒲原の農業体験ほ場で、収穫体
験などの農業体験教室を実施することで、農業への理
解・関心を深める。

● ● ● ● ● ● ● ● 　

収穫体験（ダイコン・ニンジ
ン・青パパイヤ）と苗植え
（ブロッコリー）
101組

収穫体験（ブロッコリー、青
パパイヤ）と苗植え（その他
野菜）
90組

収穫体験（ブロッコリー、青
パパイヤ）、苗植え体験（ひ
まわり）89組

6,722

の一部
Ａ 継続

募集に対して参加組数が
少ないため、周知方法や栽
培作物等を検討する。
また、新型コロナウイルス
感染症対策を講じた実施
方法を検討する。

再
1

2

①
②

動物指導セン
ター

動物愛護館体験学習受入
動物愛護館における犬猫の世話、館内清掃等、命に係
わる職業を経験することで、心豊かな人間性の育成を図
る。

● ● ● 受入人数　２４名 受入予定人数　３５名 受入人数　22名 ― B 継続 受入予定人数　３５名

再
1

2

②
②

31 教育総務課

南アルプスユネスコエコパー
ク井川自然の家自然体験活
動
（主催事業の実施）

自然の素晴らしさや厳しさにふれながら、自然環境の中
で集団訓練、野外活動、自然探求等を通じて豊かな情操
を培い、健全な心身の育成を図るもので、自然の家が主
催する体験活動を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● 　

小・中学生対象事業、家
族・グループ対象事業を合
わせて22事業と自然体験
活動指導者育成講座を実
施した。荒天により、トム・
ソーヤサマーキャンプ及び
学生キャンプリーダー育成
講座が中止となった。全て
の事業に事故等はなく、安
全に実施した。全体応募率
は157％であった。

・小中学生対象事業（トム・
ソーヤキャンプ）
・家族グループ対象事業
（食文化体験・自然体験・ト
レイルランニング等）
・自然体験活動指導者育成
講座
・学生キャンプリーダー育
成講座

小・中学生対象事業、家
族・グループ対象事業、自
然体験活動指導者育成講
座、学生キャンプリーダー
育成講座を年間22回実施
した。台風やコロナウイル
ス感染症の影響で２事業を
中止した。全ての事業に事
故等はなく、安全に事業を
実施することができた。全
体応募率は129％であっ
た。

8,593 Ａ 継続

応募率が200%を超える事
業もあり、高い需要に応え
るため定員や事業回数を
増やすなどの対応を検討
する。一方、応募が定員に
満たない事業もあり、プロ
グラムの内容について見直
しを進めていく。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

再
1

2

②
②

35 環境創造課 こどもエコクラブ事業
子ども達が将来にわたり環境を大切にする意識を持ち、
環境に優しい暮らしを実践していくために、環境学習や
実践活動を支援していく。(環境省事業）

● ● ● ● 　

参加団体：5
クラブ数：5
参加者：419人

参加団体：5
クラブ数：5
参加者：400人

参加団体：4
クラブ数：4
参加者：400人

- Ａ 継続

現状では積極的な周知を
実施していないが、市ホー
ムページ等を利用し、事業
周知による参加団体、参加
者の増加につなげていきた
い。

再

1

2

6

③
②
②

67 文化振興課 伝統文化ワークショップ事業

我が国の伝統文化への理解と関心を深める機会を提供
するため、親子を対象に伝統文化に触れるワークショッ
プを開催する。
（実施内容）
　茶道（抹茶、煎茶）、落語、神楽、祭囃子等

● ●

８月４日（土）、５日（日）
１日２回（計４回）
静岡市民文化会館
実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、木遣
参加者数：190人

８月３日（土）、４日（日）
１日２回（計４回）

静岡市民文化会館

実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、琴

令和２年８月３日（土）、４日
（日）
１日２回（計４回）
静岡市民文化会館
実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、琴
参加者数：218人

26,579の
一部

Ａ 継続

定員を大幅に上回る申込
のある事業であるため、今
後も多岐に渡る文化メ
ニューを提供出来るよう企
画内容を検討していく。

89 2 ② 青少年育成課 少年教室事業

①少年教室
地域の青少年の育成のため、各地区少年教室運営委員
会を組織し、概ね小学校４～６年生を対象に自然体験等
の年間プログラムを展開する。
②少年いかだまつり
三保内浜海水浴場において、いかだレースといかだコン
クールを行う。

● 有
登録教室整数　12教室
339人で実施

登録教室生数　11教室
300人で実施予定

登録教室生数　11教室
330人で実施予定

1,798 Ａ 継続

少年教室の活動を通じ、子
ども達に異年齢集団におけ
る自然体験活動や地域活
動の機会を提供することが
出来た。しかしながら、少年
教室の開催団体及び参加
児童数が減少傾向にある
ため、市HP等により、活動
を紹介するなど、効果的な
周知・PRを行い、活動の支
援に努める。

90
2

5

②
② 文化振興課

静岡市こどもミュージカル補助
金

静岡市こどもミュージカル実行委員会に対し、補助金を
交付する。
（静岡市こどもミュージカルは、公募によって集められた
子どもたちが主役のミュージカル公演であり、市民により
組織された実行委員会が、ミュージカルの創作を通じて
子どもたちに創造する喜びを知ってもらうことを目的に、２
年に１回開催する。）

● ● ● ●

8月25日、26日各2回公演
を実施。2,258名の来場者
があった。

令和2年度の公演に向け出
演者オーディションの実
施、ミュージカルスクールの
入校式を行う。

・出演者オーディション実施
　11月16日（土）、17日（日）
　応募者数：70名
・ミュージカルスクール入校
式実施
　12月8日（日）

200 Ａ 継続

集客につながるよう事業の
ターゲットを明確にし、それ
を確実に取り込むための事
業内容の検討及び積極的
な広報活動を促す。

91
2

6

②
④ 商業労政課

若者の地元就職・ＵＩＪターン
就職促進事業（大学生向け市
内で働く魅力発見セミナー）

市内企業への就職促進策の一環として、学生に対し、市
内企業の認知度向上を図るとともに、魅力ある就職先が
あることを伝え、市内企業への就職を促すため、市内企
業の経営者等と学生の意見・情報交換会を開催する。

● ● 有

開催10回
参加学生の市内企業への
就職関心度　86.9％

開催５回
参加学生の市内企業への
就職関心度90％以上

開催10回
参加学生の市内企業への
就職関心度　97％

14,162

（若者の
地元就
職・ＵＩＪ
ターン就
職促進事
業の一

部）

Ａ 継続

キャリア教育として必要で
あることと、参加学生を確
保するため、授業の一環と
して実施できるよう大学と
の連携を深めていく。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

92
2

5

②
①

生涯学習推進
課

生涯学習施設における講座
子どもたちに対して、多様な体験活動等を通して、健や
かな成長を促し、豊かな人間性を育むことを目的とした
各種講座を実施する。

● ● ● ●

37施設中33施設におい
て、子どもを対象とした各
種講座を実施。

子どもを対象とした各種講
座の実施施設数　37施設
中32施設

子どもを対象とした各種講
座の実施施設数　37施設
中33施設

指定管理
料の一部
及び26千
円（梅ケ島
交流館）

Ａ 継続

子どもたちに対して、多様
な体験、学習活動の機会を
提供することができた。今
後も、新型コロナウイルス
感染症防止策を徹底したう
えで講座を企画していく

93 2 ③ 学校給食課 食に関する指導の充実
小中学校の児童生徒に対し、食に関する正しい知識や
望ましい食習慣について教職員や栄養教諭等が指導を
実施する。

● ● ● 　

食に関する指導を各学年1
回以上実施。
うち、栄養教諭・学校栄養
職員・栄養士による支援の
食に関する指導を全体計
画に明記するよう促した。

食に関する指導を各学年１
回以上実施。
食に関する指導の授業研
修会を実施する。

食に関する指導を各学年１
回以上実施できた学校
76%(新型コロナウイルス感
染拡大防止で3月に学校が
休校となり、予定通りに実
施できなくなったため)
食に関する指導の授業研
修会を３回実施した。

- Ｂ 継続

(課題)
教職員と栄養教諭等が連
携して取り組むために参考
となるものが不足している。
(今後の取組)
今年度、休校期間が長期
化し、各学校で授業数が圧
迫されている。授業１時間
の実施にこだわらず、各校
の状況に合わせ、柔軟に
対応をしていく。

94 2 ③
児童生徒支援
課

子どもの顎関節と歯並びの健
康相談会

歯列、咬合に関する相談及び顎関節に関する専門医に
よる相談会を、児童・生徒とその保護者に実施する。

● ● ● ● 　

8月2日実施。歯科医師に
よる個別相談を実施し、参
加者からは参考になったと
の声が多数聞かれた。

8月１日実施予定

8月1日実施。歯科医師によ
る個別相談を実施し、参加
者からは参考になったとの
声が多数聞かれた。

- Ａ 継続
開催方法等の検討をしてい
く。

95 2 ③
学校教育課
教育センター

体力向上支援事業
（旧名称：静岡市小学生体力・
運動能力向上検討委員会）

体力テストを調査・集約し、その結果から体育の授業改
善や指導法の工夫、体力づくりの具体をさぐる。

● ● ● 　

体力向上支援事業を16校
に対して行い、授業改善や
指導法の工夫について支
援した。また、体力向上に
関して、授業づくり研修に
おいて「投の運動」を実施
した。

体力向上については、全国
体力・運動能力、運動習慣
等調査の結果を踏まえ、体
力向上支援事業等を通し
て実施。

体力向上支援事業を13校
に対して行い、授業改善や
指導法の工夫について支
援した。また、授業づくり研
修において「体つくり運動」
の実技指導を行った。

180 Ａ 継続

体力向上の支援について
は、全校への周知は実施し
なかった。学校の実態に応
じて個別に対応していく。

96 2 ③ 学校教育課
中学校部活動指導員設置事
業

静岡市立中学校における部活動の充実を図るため、運
動部活動指導員の派遣を行う。

● 　

外部顧問を17名、外部指
導員を123名配置し、部活
動指導の充実を図ることが
できた。

外部顧問を25名、外部指
導員を115名配置し、部活
動のさらなる充実を図る。

外部顧問を24名、外部指
導員を115名配置し、部活
動指導の充実を図ることが
できた。

42,828 Ａ 継続

単独指導・単独引率が可能
な外部顧問の配置を拡大
することで、教員の多忙解
消を図りつつ、部活動指導
を充実させることができた。
今後の配置拡大にあたっ
ては、専門的かつ適切な指
導が行える地域人材の継
続的な確保が課題である。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

97 2 ③
学校教育課
教育センター

学校体育の充実

子どもの体力低下は、生涯にわたる体力の保持・増進の
観点から、また豊かな人間性や確かな学力を支えるとい
う観点からも問題であるため、体育の授業や運動部活動
の活性化に努める。

● ● ● 　

・体育・保健体育科の授業
づくりの充実に関しては、
小学校において「陸上運
動・ボール運動」、中学校
においては、「球技・がん
教育」の研修を実施した。
また、学校訪問において、
指導助言を行った。
・平成30年度から平成31年
度７月末までをガイドライン
の経過措置期間とし、各中
学校の実情に応じて取り
組んでいる。市として、効
率的・効果的な指導の在り
方に関して、教員等研修を
実施するとともに、ガイドラ
インの効果や課題を検証
し、全面実施に向けた体制
づくりを進めた。

・体育の授業の充実につい
ては、授業づくり研修会等
を教育センターにて実施。
・部活動指導員及び各校の
部活動担当教員に対して
の研修を実施。またガイド
ラインのアインケート等を行
い、Q＆Aの見直しを行う。

・体育・保健体育科の授業
づくりに関しては、小学校
において「器械運動」、中学
校において「保健・がん教
育」の研修を実施した。小
学校64名、・中学校44名が
参加。また、学校訪問にお
いて、指導助言を行った。
・外部指導員及び教員向け
の部活動研修会を年４回
実施した。また、ガイドライ
ンのQ＆Aを作成し、全校に
通知した。

5 Ａ 継続

・授業づくりの充実に向け
ての実技指導研修会はコ
ロナの影響で中止。
・授業づくり研修体育科は、
３密対策を講じた上で、調
査官を招聘した。コロナ禍
における体育の授業につ
いての助言を今後も必要に
応じて続けていく。

98 2 ③
学校教育課
教育センター

「早寝・早起き・朝ごはん」運動

静岡市の学校及び子どもの課題の一つである「規則正し
い生活リズムをつくる」ために、「早寝、早起き、朝ごは
ん」国民運動に取り組み、健康的で明るい学校づくりと健
やかな子どもの育成を推進する。重点的に取り組む学校
として小学校５校指定し、その成果を静岡市全体に示し、
より実効性ある取り組みを推進する。

● ● ● ● 　
教育実践推進校として５校
を指定する。

教育実践推進校として5校
を指定する。

実施校
水見色小学校
峰山小学校
中藁科小学校
中田小学校
清水浜田小学校

75 Ａ 継続
教育実践推進校として５校
を指定する。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

99 2 ③
スポーツ振興
課

親子参加型教室等の開催

・ベビーとママの３Ｂ体操教室
・おやこ運動教室
・親子水遊び教室
など、就学前の子と保護者を対象とする教室を開催す
る。

● ● ●

各体育館・運動場等で実
施
〇体育館
　開催回数　　658回
　参加組数　2,012組
〇運動場・プール
　開催回数　　　70回
　参加組数　　　75組

各体育館・運動場等で実施
体育館　　　　　　746回
運動場・プール　　71回

各体育館・運動場等で実施
体育館　704回
運動場・プール　88回
参加組数　2,350組

体育館指
定管理料
525,571千
円の一部

Ａ 継続

親しみやすい教室内容とす
ることで参加組数が増加し
た。
今後も定期的に教室内容
を点検し、参加組数の増加
を図る。

100 2 ③
健康づくり推進
課

静岡市食育推進計画
生涯食を通じた健康づくりが継続されるよう、基本的な生
活習慣や食習慣の確立を目指して、食育の普及啓発を
行う。

● ● ● ● ● ● ● ●

食育推進会議　１回
食育普及啓発事業　10回
食育応援団利用回数　65
回

食育推進会議　２回
食育普及啓発事業　10回
食育応援団利用回数　65
回

食育推進会議　２回
食育普及啓発事業　17回
食育応援団利用回数　58
回

562 Ａ 継続

目標値をおおむね達成す
ることができた。引き続き食
育応援団の利用回数の増
加を図るため、実施内容が
イメージしやすいパンフレッ
トを作成し、関係機関等へ
配布する。

101 2 ③
健康づくり推進
課

歯みがき巡回指導及びフッ化
物洗口法指導（フッ化物洗口
法によるむし歯予防事業）

幼児期における歯科保健の正しい知識を普及し、幼児の
健康の保持増進を図るために、希望のあった認定こども
園、幼稚園、保育園３・４・５歳児に対し巡回指導を行う。
また、永久歯の歯質強化とむし歯の半減を目指し、希望
する園の４・５歳児、小学校児童に対し「フッ化物洗口法」
を実施。

● ● ●

歯みがき巡回指導
３・４・５歳児　13,619人
（委託事業含む）

フッ化物洗口法実施者
４・５歳児　　5,740人
小学校児童　 511人

歯みがき巡回指導
３・４・５歳児　13,650人
（委託事業含む）

フッ化物洗口法実施者
４・５歳児　　5,749人
小学校児童　 480人

歯みがき巡回指導
３・４・５歳児　13,386人
（委託事業含む）

フッ化物洗口法実施者
４・５歳児　　5,662人
小学校児童　 471人

7,475

委託料、
報償費の

み

Ａ 継続

歯みがき巡回指導を継続
実施し、園児や保育者、保
護者に向けて歯科保健に
対する正しい知識の普及
啓発を行う。フッ化物洗口
が適切に実施されているか
の確認を行い、必要に応じ
て指導する。関係課・関係
団体とフッ化物洗口の実施
拡大に向けた検討を行う。

102 2 ③ 食品衛生課
食の安全教室
（食の安全対策推進事業）

関係各課職員や関係機関職員が学校に出向き、小学校
等を対象とした食の安全教室を開催し、食中毒の予防、
食品の表示、健康食品などの演題について学習する。

● ● ● 有 38回　2,425人 25回程度 22回　1,488人 - Ａ 継続

毎年一定数の応募があり、
おおむね高い満足度を得
ている。
応募数によっては対応する
課の負担になる場合があ
る。
今後は、内容の充実、講師
のスキルアップや資料の見
直しを図る。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

103
2

1

③
②

スポーツ交流
課

全国少年少女草サッカ－大会

サッカーを通して友情の輪を広げ、技術、体力、精神面
における成長の場となるよう予選なしで参加できる少年
サッカーの全国大会。
募集チーム数：男子256チーム、女子32チーム

● 有

開催期間
H30.8.12（日）～16（木）
参加チーム数
男子256チーム
女子32チーム

開催期間
R1.8.9（金）～13（火）
参加チーム数
男子224チーム
女子32チーム

開催期間
R1.8.9（金）～13（火）
参加チーム数
男子224チーム
女子32チーム

9,669 Ａ 継続

新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、まずは大会
の開催自体が課題となる。
また、県外参加者の確保・
受入れについても課題とな
るため、日本スポーツ協会
や日本サッカー協会の示す
安全基準等に基づき、実行
委員会と連携を図り、十分
な安全対策を検討する必
要がある。

104 2 ④ 学校教育課 学力アップサポート事業
有償ボランティアによる放課後の学習指導を行うなど、児
童の学力向上を支援します。

● ●

市内の小学校15校に約58
回程度の支援を行った。事
後調査において国語は約
12pt、算数は約８ptの上昇
が見られた。

全国学力・学習状況調査の
分析をもとに、市内の小学
校14校程度に有償ボラン
ティアを配置し、基礎学力
向上のための支援を行う。

市内の小学校14校に約27
回程度の支援を行った。事
後調査において国語は約
8.8pt、算数は約3.25ptの上
昇が見られた。その他アン
ケート等においても全ての
調査項目においてポイント
アップした。

4,932 Ａ 継続

市内全小学校81校中、14
校での実施になった。更に
多くの子ども達に支援が行
き渡るよう、支援校の増加
が望まれる。令和２年度
は、臨時休業中の学力保
障のための補充学習によ
る学びサポート事業として
放課後の学習を行った。

105
2

3

④
② 学校教育課 特別支援教育推進事業

　障害のある子ども（幼児、児童、生徒）等への特別支援
教育を推進する。
　・特別支援教育の相談活動や支援員の派遣を行い、将
来の自立に向けた学校生活を支える。
　・特別支援学級間の交流促進のための事業を行う。

● ● ● ● 　 ● 　

①特別支援教育支援員配
置
　小中学校に199人の特別
支援教育支援員を配置し
た。
②特別支援相談
　就学に係る相談1,038回、
就学支援委員会３回、専門
家チームによる巡回相談
154回及びケース検討会議
（含連携協議会への参加）
４回を実施した。
③特別支援学級連絡協議
会
　特別支援学級設置校（小
学校46校、中学校26校）
が、連携・協力して行う各
種交流事業を支援した。

①特別支援教育支援員配
置
　支援を必要とする子ども
たちに対するより充実した
教育活動が行われるよう、
小中学校に支援員を配置
する計画。小中学校に209
人を配置する計画。
②特別支援相談
　就学に係る相談、就学支
援委員会３回、専門家チー
ムによる巡回相談及びケー
ス検討会議４回を実施す
る。
③特別支援学級連絡協議
会
　特別支援学級設置校（小
学校50校、中学校29校）
が、連携・協力して行う各
種交流事業を、支援する。

①特別支援教育支援員配
置
　小中学校に209人の特別
支援教育支援員を配置し
た。
②特別支援相談
　就学に係る相談1,099回、
就学支援委員会３回、専門
家チームによる巡回相談
169回及びケース検討会議
（含連携協議会への参加）
４回を実施した。
③特別支援学級連絡協議
会
　特別支援学級設置校（小
学校50校、中学校29校）
が、連携・協力して行う各
種交流事業を支援した。

160,300 Ａ 継続

　特別支援教育支援員の
配置や相談活動の実施に
より、校内における支援の
充実や適正な就学の実現
につなげることができた。ま
た、交流事業の実施によ
り、特別支援学級在籍児童
生徒の体験の幅を広げるこ
とができた。支援を必要と
する児童生徒数の増加や、
それぞれが必要とする支援
の多様化に引続き対応す
る必要がある。
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施策の柱２　「知・徳・体のバランスのとれた子ども・若者の育成」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①確かな学力の育成とともに、生涯学習への意識を高める
②多様な体験活動を通して、社会性や感性、郷土愛などの豊かな人間性の育成に取り組む
③生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるように、健やかな体の育成に取り組む
④一人ひとりの子ども・若者のもつ可能性を伸ばすために、個に対応した教育の支援に取り組む

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

106

2

4

4

④
①
③

生活安心安全
課

若者のための消費生活啓発
講座(ヤングライフセミナー)

若年者を対象に、職員が高校、専門学校、大学等へ出向
き、｢賢い消費者になるために｣と題して、資料・ビデオ上
映・クイズなどにより悪質商法に関する情報や生活設計
に関する基礎知識を提供する。

● ● ● 　
8回実施
参加者　2,673人

10回実施
5回実施
参加者　579人

258 Ｂ 継続
成年年齢引下げを踏まえ、
開催校の拡大

224 2 ① 教育センター 授業で活かすダンス指導事業
中学校保健体育科におけるダンス指導の研修を行うこと
で授業改善を推進し、生徒がダンスの楽しさをさらに味わ
うことができるようにする。

● 有 4回

ダンス体操～静岡市バー
ジョン～の制作。中学校２
校においてダンス授業支援
（生徒向け）、ダンス指導研
修会（教員）とダンスフェス
ティバルを開催した。

5,518 Ａ 継続

コロナ禍において、どのよう
にインストラクターによる授
業支援と教員研修を実施し
ていくのかを検討していく。

84 2 ② 青少年育成課 浜石野外センターの運営
青少年をはじめ、広く市民の体育の向上とレクリエーショ
ンの増進を図るための体験宿泊施設（平成20年11月由
比町との合併により直営化）

● ● ● ● ● ● ● 　 延利用者数：3,999人
延宿泊利用者数：760人予
定

延宿泊利用者数：699人 24,776 Ａ 継続

宿泊棟解体に伴い宿泊機
能は縮小したものの、周
知・PRやイベント開催等に
よりログハウス、テントサイ
ト等の利用者確保を図っ
た。
今後も、立地環境や周辺の
地域資源等施設の強みを
活かした利活用をさらに図
るため、地域関係者・団体
と連携し、効果的な活用方
法を検討するとともに、イベ
ント等を通じて積極的に情
報発信していく。
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施策の柱３　「困難を抱える子ども・若者とその家族への支援」
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

107 3 ①
障害福祉企画
課

放課後対策レスパイト事業

市内の特別支援学校の小・中・高等部並びに小・中学校
の特別支援学級に通学する身体障害児及び知的障害児
の地域生活を支え、健全な育成を図るため、放課後の預
かりを行う。

● ● ● ● 　 　 有 実施か所　　1か所 実施か所　1か所 実施か所　1か所 4,326 Ａ 継続

年々延利用者数が減少し
ており、事業の継続につい
て検討する必要がある。

108 3 ① 子ども家庭課 児童手当
次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で支
援するため、中学校修了前の子どもの家庭に手当を支
給する。

● ● ● ●
30年度支給対象延児童数
948,613人

Ｒ元年度支給対象延児童数
950,000人

支給対象延児童数
928,137人

9,908,835

(手当支給
額のみ)

Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知

109 3 ① 子ども家庭課 子ども医療費助成費
保護者の経済的な負担と、子どもの健やかな育成を図る
ため、助成を行う。

● ● ● ● ●
医療費支払件数
1,156,472件

医療費支払件数（見込）
1,250,000件

医療費支払件数
1,197,868件

2,327,949 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知

110 3 ① 子ども家庭課
子育て短期支援事業費
（ショートステイ）

育児疲れ、育児不安等の解消、児童の虐待防止、並び
に子育て家庭への支援を図るため、児童福祉施設等に
おいて実施する。

● ● ● ●
3施設で実施。
利用日数延べ86日

3施設で実施。
3施設で実施。
利用日数延べ181日

1,070 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
緊急的な受け入れへの対
応

111 3 ① 子ども家庭課
子育て支援ヘルパー派遣事
業費

家事・育児を行うことが困難な家庭等に、家事・育児の支
援を行うことにより、子育ての負担の軽減や育児不安の
予防を図る。

● 利用世帯260世帯 利用世帯260世帯 利用世帯275世帯 1,764 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知

112 3 ① 青少年育成課
子どもの自立を支援する講演
会

不登校児童生徒等を持つ保護者や教育関係者を対象
に、講演会等を企画運営し、側面支援を行う。

● ● 　
１回開催
参加者：52人

1回開催 １回開催　参加者56名 30 Ａ 継続

保護者、学校関係者ともに
参加者の満足度は高かっ
た。引き続きニーズに応じ
た講演の企画をしていく。

113 3 ① 青少年育成課 適応指導教室の運営

不登校児童等が学校生活に適応するための指導を行う
ことにより、学校生活への自発的な復帰を支援し、自立
を支援する。一人一人の課題克服を目指した適応指導を
するために、「人とのかかわり」「やりぬく気持ち」「規則正
しい生活」「学習への興味や関心」の四つを重点とし、継
続的適応指導（カウンセリング、学習、集団指導など）や
体験的適応指導（自然体験、社会体験など）を行う。

● ● ● 有

開級日数
ふれあい教室　175日
はばたく教室　175日
かがやく教室開設

開級日数
ふれあい教室 180日程度
はばたく教室　180日程度
かがやく教室　180日程度

開級日数
ふれあい教室 178日
はばたく教室　178日
かがやく教室　178日

7,232 Ａ 継続

通級生の年代、学習の進
み具合、個の実態等に応じ
た支援の充実を図るよう、
年代別のカリキュラム検討
やタブレット機器の活用の
ほか、在学校や保護者との
一層の連携強化に努めて
いく。

114 3 ① 青少年育成課 ひきこもり支援の充実
ひきこもりに特化した相談窓口の整備など支援の充実を
図り、ひきこもりの早期回復を図る。

● ● ● ● 有

継続実施
ひきこもり状態が改善して
いる相談者の割合
64.1％

面接・電話相談、同行支援、居場
所活動、啓発活動等の実施。
清水区出張相談の実施。

継続実施
ひきこもり状態が改善してい
る相談者の割合　63.3％

23,432 Ａ 継続

潜在的な相談ニーズへの
対応、40代以上の中高年
層へのケース対応に向け、
福祉分野の関係機関との
連携の在り方を検討してい
く。

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者
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施策の柱３　「困難を抱える子ども・若者とその家族への支援」
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

115 3 ① 商業労政課
若年者就労支援業務（ニート
対策事業）

ニート等働くことに悩みを抱えている本人やその家族等
を対象に就労に向けた支援を行うため、ニートの就労支
援セミナーや相談会の開催、関係機関等のネットワーク
の構築などを行う。

● ● 有

開催　　　　　　２回
参加者　　計49人
出張相談会　　 10回
心理カウンセリング　20回

開催予定　　　　２回
参加者　　　　計50人
出張相談会　　 10回
心理カウンセリング　12回

開催　　　　　　　　　 ２回
参加者　　　　　　　　計64人
出張相談会　　　　　10回
心理カウンセリング　19回

979 Ａ 継続

保健福祉長寿局等関係機
関と連携し、対象者の掘り
起こしに努めていく。

116 3 ①
児童生徒支援
課

奨学金貸付・給付事業

優秀な人材を育成するため、奨学金を貸与する。
　高校生：月額8,000円
　短大生：月額15,000円
　大学生：月額20,000円
修学困難な学生又は生徒に対し教育奨励費として給付
する。
　高校生5万円（入学時）
　短大・大学生10万円

● ● 　

貸付事業について、予約
採用を継続実施

①奨学金（貸付）219人
高校10人
短大17人
大学192人

②教育奨励費（給付）32人
高校 4人
短大 4人
大学24人

貸付事業については予約採
用時期の見直しを行う

貸付事業について、予約採用
を継続実施

①奨学金（貸付）252人
高校6人
短大22人
大学224人

②教育奨励費（給付）33人
高校 6人
短大 11人
大学16人

貸与
58,191

給付
3,000

Ａ 継続

基準に則り奨学生を選考
し、決定者へ適切に貸付・
給付した。
今後は、日本学生支援機
構の給付型奨学金制度拡
充による応募者数減少など
の影響や、新型コロナウイ
ルス感染症拡大に伴う経
済状況の変化を考慮し、貸
付・給付の両事業内容を検
討する。

117 3 ①
児童生徒支援
課

要・準要保護児童生徒扶助費
交付事業

経済的理由により就学困難な児童生徒を対象に、学用
品、通学費、修学旅行費、給食費及び医療費等の必要
な援助を行う。

● 　

小学生
(準要保護） 2,579人
(要保護)　　　333人
中学生
(準要保護)　1,311人
(要保護)　　　209人

小学生
(準要保護） 2,541人
(要保護)　　　269人
中学生
(準要保護)　1,320人
(要保護)　　　207人

小学生
(準要保護） 2,544人
(要保護)　　　200人
中学生
(準要保護)　1,362人
(要保護)　　　200人

小学校
182,699

中学校
158,442

Ａ 継続 -

118 3 ①
児童生徒支援
課

特別支援教育就学奨励費補
助金交付事業

特別支援学級へ就学する児童生徒を養育する保護者の
経済的負担を軽減するため、補助金を交付する。

● 　
小学生　612人
中学生　313人

小学生　678人
中学生　370人

小学生　698人
中学生　390人

小学生
15,748

中学生
15,128

Ａ 継続
特別支援学級に在籍する
児童生徒の増加への対応

119 3 ①
児童生徒支援
課

遠距離通学費補助金交付事
業

国が定める適正距離（小学校4㌔、中学校6㌔）を超えて
通学する児童生徒の保護者を対象に、補助金を交付す
る。

● 　
小学生　400人
中学生　132人

小学生　430人
中学生　190人

小学生　383人
中学生　127人

18,912 Ａ 継続

認定者に対して適切に交
付した。
今後も確実な交付を行う。

再
2

3

①
①

82
児童生徒支援
課

静岡市高等学校定時制通信
制教育振興会補助金

補助金交付団体
①静岡市高等学校定時制通信制教育振興会
②静岡県立清水東高等学校定時制教育振興会

● 　
２振興会に補助金を交付
した。

２振興会に補助金を交付し
た。

２振興会に補助金を交付し
た。

1,485 Ａ 継続 -
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施策の柱３　「困難を抱える子ども・若者とその家族への支援」
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画

H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

120
3

3

①
③ 教職員課 こころの教育支援事業

小中学校に非常勤講師を配置し、生徒指導主任等の代
わりに授業を行い、生徒指導主任等がいじめや不登校に
対応する時間を確保する。
また、非常勤講師の配置により児童生徒一人ひとりの心
の安定と学習の充実を図る。

● ● ●

市内１５校に各１名、市内
９支部に各１名、合計２４
人工（２７名）の非常勤講
師を配置した

市内１５校に各１名、市内９支
部に各１名、合計２４人工（２
６名）の非常勤講師を配置

市内１５校に各１人工、市内９
支部に各１人工、合計２４人
工（２６名）の非常勤講師を配
置

48,190 Ａ 継続

支部に配置されている学校
や配置されなかった学校か
らも、非常勤講師の配置を
望む声が多くある。
講師の質の向上を図るた
めの研修の機会が不足し
ている。

121
3

6

①
① 青少年育成課 子ども若者相談事業

【面接相談】
〇相談受付：（土日祝・年末年始を除く）8時30分～17時
15分
相談対象者：39歳までの子ども・若者及びその保護者・
関係者
【電話相談】
○こころのホットライン
相談受付：（土日祝・年末年始を除く）毎日9時～17時　相
談対象者：20才までの青少年及びその保護者・関係者
○24時間いじめ電話相談
相談対象者：小中学生及びその保護者・関係者

● ● ● ● ● ● ● 　

①面接相談
　480人 7,010回
②こころのホットライン
受付件数　400件
③24時間いじめ電話相談
相談受付　950件

①面接相談
相談受付：平日8時30分～17
時15分
②こころのホットライン
相談受付：平日9時～17時
③24時間いじめ電話相談
相談受付：毎日24時間

①面接相談
　489人　7,151回
②こころのホットライン
受付件数　345件
③24時間いじめ電話相談
相談受付　562件

10,845 Ａ 継続

相談内容が多様化・複雑化
してきている中で、より関係
機関との連携の必要性を
感じるため、連携の在り方
を検討していく。

122 3 ① 青少年育成課 高等学校学習支援事業
高等学校在学者の学習を支援することで、高校卒業資
格の取得を促すとともに、同世代との関わりやレクリエー
ション活動等により、よい仲間づくりを進める。

●
学習会の延べ開催時間
198時間

学習会の実施　年間50回程度
学習会の実施　年間52回
延べ参加人数　年間264人

548 Ａ 廃止

今後は、学習面だけでなく
集団生活や仲間づくりに課
題をもつ若者が、社会との
つながりをつくるための取
り組みを実施していく。

123 3 ②
障害福祉企画
課

障害者相談支援事業

障害のある人及びその家族等からの相談に応じ、必要な
情報の提供や助言などの支援を実施する。

①障害者相談支援推進業務
②障害者等相談支援事業（身体障害）
③障害者等相談支援事業（知的障害）
④障害者等相談支援事業（重心）
⑤成年後見制度利用支援事業
⑥自立支援協議会

● ● ● ● ● ● ● ● 有

①相談件数　   400件
②～④相談件数
                     19,645件
⑤市長申立人数　３人
⑥開催回数　       ２回

※実施箇所数は計画どお
り

①障害者相談支援推進業務
（１か所で実施）
②～④障害者等相談支援事
業（７か所で実施）
⑤成年後見制度利用支援事
業（３か所　各区障害者支援
課実施）
⑥障害者自立支援協議会　２
回開催／年

①相談件数　　848件
②～④相談件数　19,089件
⑤市長申立人数　２人
⑥開催回数　　　　２回

①～④
110,592

⑤35
⑥180

Ａ 継続

困難事例が増えてきた場
合、相談支援推進業務と相
談支援業務での対応につ
いての棲み分けを検討して
いく必要がある。

124 3 ②
障害福祉企画
課

発達障害者支援センターの運
営

発達障害がある本人、家族、関係者及び関係機関から
相談を受けるとともに、発達障害に対する情報発信を行
い、発達障害の理解と支援を広めるために研修会や各
機関への講師派遣を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● 有

①相談件数　3,780件
②関係機関コンサルテー
ション件数　130件
③市民・外部機関向け講
座開催　80回

①相談支援　　　870件
②発達支援　　1,050件
③就労支援　　　100件
④巡回支援回数　100件

①相談支援　　　800件
②発達支援　　1,807件
③就労支援　　　325件
④巡回支援回数　124件

51,090 Ａ 継続

相談支援件数は目標値を
下回ているが引き続き支援
が必要な方への相談業務
を行う。

125 3 ②
障害者支援推
進課

特別障害者手当等給付（うち
経過的福祉手当を除く）

精神又は身体に重度の障害を有する在宅の児童または
者に対して、生活の向上と福祉の増進を図ることを目的
として、手当を支給する。

● ● ● ● ● ● ●

受給者数
（特別障害者手当）1006人
（障害児福祉手当）364人

受給者数
（特別障害者手当）1007人
（障害児福祉手当）368人

受給者数
（特別障害者手当）926人
（障害児福祉手当）329人

363,374 Ａ 継続

引き続き、適切な特別障害
者手当等給付を行ってい
く。
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
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価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

126 3 ②
障害者支援推
進課

重度障害児扶養手当給付
精神又は身体に重度の障害を有する在宅の20歳未満の
児童の保護者に対して、生活の向上と福祉の増進を図る
ことを目的として、手当を支給する。

● ● ● ● ●
20

未
満

受給者数
（5,000円対象児数）　133
人
（3,000円対象児数）　557
人

受給者数
（5,000円対象児数）　133人
（3,000円対象児数）　602人

受給者数
（5,000円対象児数）　120人
（3,000円対象児数）　596人

28,748 Ａ 継続

引き続き、適切な重度障害
児扶養手当給付を行って
いく。

127 3 ②
障害者支援推
進課

児童発達支援事業
障害児に対し、日常生活における基本的な動作の指導、
知識技能の付与、集団生活への適応訓練などの療育を
行うとともに、障害児の家族に対して支援を行う。

● 3,216人日／月 3,696人日／月 4,166人日／月 620,754 Ａ 継続
法改正に対応した適正な
サービス提供に努める。

128 3 ②
障害者支援推
進課

放課後等デイサービス

学校通学中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長
期休暇中において、生活能力向上のための訓練等を継
続的に提供することにより、障害児の自立を促進するとと
もに、放課後等の居場所を提供する。

● ● ● ● 16,514人日／月 18,991人日／月 19,092人日／月 2,300,168 Ａ 継続
法改正に対応した適正な
サービス提供に努める。

129 3 ②
障害者支援推
進課

保育所等訪問支援

保育所等（保育所・幼稚園・放課後児童クラブなど）を利
用中の障害児又は、今後利用する予定の障害児が保育
所等における集団生活の適応のための専門的な支援を
必要とする場合に、保護者の申請により訪問支援員が保
育所等を訪問し、保育所等の安定した利用を促進しよう
とするもの

● ● ● 6人日／月 16人日／月 11人日／月 2,178 Ｂ 継続

法改正に対応した適正な
サービス提供と、サービス
が必要な障害児に対する
制度の浸透に努める。

130 3 ②
障害者支援推
進課

自立支援給付事業
障害のある子ども・若者が自立した日常生活や社会生活
を営むことができるようにするため、障害者総合支援法
に基づく自立支援給付費の支給を行う。

● ● ● ● ● ● ●

(身体・知的)
(訪問系)
25587時間／月
(短期入所)
1558人日／月
320人

(精神)
(訪問系)
3563時間／月
(短期入所)
4人
(それぞれ障害児・者全体)

(身体・知的)
(訪問系)
25,954時間／月
(短期入所)
1,682人日／月
358人

(精神)
(訪問系)
3950時間／月
(短期入所)
4人
(それぞれ障害児・者全体)

(身体・知的)
(訪問系)
26,371時間／月
(短期入所)
1,558人日／月
339人

(精神)
(訪問系)
3,358時間／月
(短期入所)
6人
(それぞれ障害児・者全体)

1,107,240 Ａ 継続
法改正に対応した適正な
サービス提供に努める。

131 3 ②
障害者支援推
進課

重度心身障害者医療費助成
事業

重度心身障害者が疾病等により医療機関等で治療した
場合に、経済的な負担を軽減する目的から、医療保険診
療に係る自己負担及び訪問看護等基本利用料を助成す
る。

● ● ● ● ● ● ● 14362人（うち精神301人） 14400人（うち精神300人） 14,303人（うち精神311人） 1,225,956 Ａ 継続

医療費助成について、県及
び県内市町と協議し、助成
方法の検討を進めていく。

132 3 ②
障害者支援推
進課

障害者タクシー利用料金助成
事業

在宅の重度心身障害者に対し、タクシー利用料金の一部
を助成することにより、その生活圏の拡大及び社会参加
の促進を図り、障害者福祉の増進に寄与する。

● ● ● ● ● ● ●

交付者数
普通タクシー券3,655人
車いす用タクシー券98人

利用枚数
普通タクシー券44,189枚
車いす用タクシー券3,316枚

交付者数
普通タクシー券3,271人
車いす用タクシー券87人

24,888 Ａ 継続
引き続き、タクシー券の適
正な給付に努める。
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
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価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

133 3 ②
障害者支援推
進課

地域生活支援事業（移動支援
事業）

障害者が自立した日常生活又は社会生活を営むため
に、屋外での移動が困難な障害者等に対して、ガイドヘ
ルパーによる外出の支援に要する費用の一部を助成す
る。

● ● ● ● ● ● ●
延べ利用者数（見込み）
8,943人/年

延べ利用者数（見込み）
8,739人/年

延べ利用者数（見込み）
8,599人/年

172,677 Ａ 継続
制度や利用について周知
を図る

134 3 ② 学校教育課 静岡市特別支援連携協議会

福祉、教育、保健、医療、労働等の関係機関相互の連携
を深め、情報の一元化を図ることにより、特別な支援を要
する人に対する総合的な相談及び支援、地域での一貫し
た相談及び支援体制の構築をめざす。

● ● ● ● ● ●

協議会本会議
　…２回開催（7/11、2/6）
作業部会（早期支援部会）
　…２回開催（7/25、
10/24）
作業部会（教育支援部会）
　…２回開催（8/24、
11/26）
作業部会（自立支援部会）
　…２回開催（7/23、11/8）

・協議会本会議を２回開催す
る。
・協議会作業部会（早期支援
部会、教育支援部会、自立支
援部会）を、それぞれ２回開
催する。

協議会本会議
　…２回開催（7/10、2/5）
作業部会（早期支援部会）
　…２回開催（7/24、10/18）
作業部会（教育支援部会）
　…２回開催（8/26、11/25）
作業部会（自立支援部会）
　…２回開催（7/22、11/7）

- Ａ 継続

　関係機関による取組につ
いて情報を共有できた。切
れ目のない支援の実現に
向け、引続き相互の連携を
進める必要がある。

再
1

3

①
②

11 日本平動物園 学校対応事業

①ふれあい教室の実施（小学校低学年・特別支援学校
等対象）
②飼育体験実習の受入れ（主に中学・高校・大学生の職
業体験等）
③ツアーガイドの実施（小学・中学・高校生を対象にした
園内ツアーガイド）
④出張動物園ガイド／講演（飼育担当者が学校を訪問し
講演）
⑤校外学習の受入れ（学校の授業の一環としての質問
への対応等）

● ● ● ● ● ● 　

①111回実施
②34人受入れ
③30回実施
④21回実施
⑤13回受入れ

①100回実施
②30人受入れ
③30回実施
④20回実施
⑤5回受入れ

①147回実施
②32人受入れ
③35回実施
④25回実施
⑤6回受入れ

動物園管
理運営経
費（経常）
288,280千
円の一部

Ａ 継続

Ｒ２年度は一部を一定期間
中止している事業もある
が、毎年実施している事業
であるため、新型コロナウ
イルス感染予防対策を徹
底しながら、時代のニーズ
や学校の要望等を踏まえ、
事業内容の効率化、適正
化を進める。

再
2

3

④
②

105 学校教育課 特別支援教育推進事業

　障害のある子ども（幼児、児童、生徒）等への特別支援
教育を推進する。
　・特別支援教育の相談活動や支援員の派遣を行い、将
来の自立に向けた学校生活を支える。
　・特別支援学級間の交流促進のための事業を行う。

● ● ● ● 　 ● 　

①特別支援教育支援員配
置
　小中学校に199人の特
別支援教育支援員を配置
した。
②特別支援相談
　就学に係る相談1,038
回、就学支援委員会３回、
専門家チームによる巡回
相談154回及びケース検
討会議（含連携協議会へ
の参加）４回を実施した。
③特別支援学級連絡協議
会
　特別支援学級設置校
（小学校46校、中学校26
校）が、連携・協力して行う
各種交流事業を支援し
た。

①特別支援教育支援員配置
　支援を必要とする子どもた
ちに対するより充実した教育
活動が行われるよう、小中学
校に支援員を配置する計画。
小中学校に209人を配置する
計画。
②特別支援相談
　就学に係る相談、就学支援
委員会３回、専門家チームに
よる巡回相談及びケース検
討会議４回を実施する。
③特別支援学級連絡協議会
　特別支援学級設置校（小学
校50校、中学校29校）が、連
携・協力して行う各種交流事
業を、支援する。

①特別支援教育支援員配置
　小中学校に209人の特別支
援教育支援員を配置した。
②特別支援相談
　就学に係る相談1,099回、就
学支援委員会３回、専門家
チームによる巡回相談169回
及びケース検討会議（含連携
協議会への参加）４回を実施
した。
③特別支援学級連絡協議会
　特別支援学級設置校（小学
校50校、中学校29校）が、連
携・協力して行う各種交流事
業を支援した。

160,300 Ａ 継続

　特別支援教育支援員の
配置や相談活動の実施に
より、校内における支援の
充実や適正な就学の実現
につなげることができた。ま
た、交流事業の実施によ
り、特別支援学級在籍児童
生徒の体験の幅を広げるこ
とができた。支援を必要と
する児童生徒数の増加や、
それぞれが必要とする支援
の多様化に引続き対応す
る必要がある。
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施策の柱３　「困難を抱える子ども・若者とその家族への支援」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

135 3 ③ 子ども未来課 子育て支援センターの運営

地域の子育て支援機能の充実と子育ての不安感等の緩
和を図るため、未就園児及びその保護者を対象に、子育
てに関する相談、情報提供、親子の交流の場を提供し、
様々なイベントを実施する。

● ● 市内19か所で実施。 市内21か所で実施。 市内21か所で実施。 276,361 Ａ 継続

受託者等との連携強化に
よる効果的な事業運営の
推進に取り組む。

136 3 ③ 子ども家庭課 家庭児童相談室の事務総括
児童に関する様々な問題について、児童、家庭、地域住
民からの相談に応じ、必要な助言を行う。

● ● ● ● ● ● 　
相談受付件数2,162件

児童に関する様々な問題に
ついて、児童、家庭、地域住
民からの相談に応じ、必要な
助言を行う。

相談受付件数1,993件 457 Ａ 継続

当初の目標どおり事業を実
施することができた。
引き続き、各関係機関との
緊密な連携により確実に事
業を実施していく

137 3 ③ 子ども家庭課
児童虐待防止月間(11月)、オ
レンジリボンキャンペーン

「オレンジリボンキャンペーン」は、児童虐待防止のシン
ボルマークとしてオレンジリボンを広めることで、児童虐
待をなくすことを呼びかける市民運動で、児童虐待の現
状を伝え、多くの方に児童虐待の問題に関心を持ってい
ただき、虐待のない社会を築くことを目指す。

● ●

①②清水エスパルスとの
協働事業（イベントの開
催、啓発グッズの制作・配
付等）の実施、オレンジリ
ボンライトアップ、横断幕・
懸垂幕の掲出、広報紙へ
掲載、ラジオによる周知、
県事業(オレンジリボンた
すきリレー等)の共催実
施。

③コモンセンス・ペアレン
ティング研修を８会場で計
12回実施

①清水エスパルスとの協働
事業（啓発品の作成・配布、
イベントの開催）の実施

②児童虐待防止啓発活動の
実施

③コモンセンス・ペアレンティ
ング研修の実施（出前講座）

①②清水エスパルスとの協
働事業（イベントの開催、啓
発グッズの制作・配付等）の
実施、オレンジリボンライト
アップ、横断幕・懸垂幕の掲
出、広報紙へ掲載、ラジオに
よる周知、県事業(オレンジリ
ボンたすきリレー等)の共催実
施。

③コモンセンス・ペアレンティ
ング研修を８会場で計14回実
施。

1,274 Ａ 継続

計画どおり事業を実施する
ことができた。
今後も引き続き、より広く市
民に児童虐待防止につい
て周知していく。

138 3 ③
児童生徒支援
課

スクールソーシャルワーカー
活用事業

教育と福祉の専門的な知識・技能を有し、過去に教育や
福祉分野において活動経験の実績のある者をスクール
ソーシャルワーカーとして学校に派遣し、問題を抱える児
童生徒の置かれた環境への働きかけや保護者や教職員
等への支援を行う。

● ● ● ● 　

１２名のスクールソーシャ
ルワーカーを１２小学校に
配置した（週２時間、年間
３５週）。
配置校以外の学校には、
随時派遣対応できる体制
とした（週１１時間程度、年
間３５週）。
支援対象の児童生徒数は
1,023名、支援回数は3,263
回。

１２名のスクールソーシャル
ワーカーを１２小学校に配
置。（週２時間、年間３５週）
配置校以外の学校には、随
時派遣対応できる体制とす
る。（週１１時間程度、年間３５
週）

学校生活上の諸問題の背景
にある家庭環境や生活環境
等の調整及び改善に努める。
こども園、中学校卒業後にお
いても、切れ目のない支援体
制を確立し、貧困の連鎖を断
ち切ることを目指した。
【令和元年度配置状況】
ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ：12名
拠点校12校を中心に、派遣
校を巡回。要請訪問も行っ
た。
年間延べ支援回数：3,810回

20,413 Ａ 継続

スクールソーシャルワー
カーによる専門的な支援に
より、学校における相談機
能等の向上が図られた。学
校をプラットフォームとした
貧困対策に対応することを
目的とした、全ての学校で
スクールソーシャルワー
カーを活用できる体制のさ
らなる整備を進める。
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
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（千円）
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価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

139 3 ③ 児童相談所
児童相談所・一時保護所の運
営

児童虐待や子どもの発達の悩みなどに対する相談、判
定、指導、保護が必要な児童への専門的な対応等を行
う。

● ● ● ● ● ● ● 有

関係機関と連携し、組織
的に迅速かつ的確な対応
を行った。
①相談件数　　2,481件
②一時保護件数　　156件

個々の事案に対し、迅速かつ
的確な対応をしていく

関係機関と連携し、組織的に
迅速かつ的確な対応を行っ
た。
①相談対応件数　　2,542件
②一時保護件数　　143件

51,346 Ａ 継続

（評価）
　虐待に関するものを含
め、児童に関する様々な相
談に対して適切に対応し、
一時保護が必要となった児
童に対しては、適切な状況
で一時保護所入所をさせる
ことができた。

（課題）
　児童虐待相談対応件数
は年々増加傾向である上
に、複雑困難なケースもま
すます増加し、児童相談所
を取り巻く環境が厳しさを
増している。このような状況
の中、相談対応担当職員、
児童福祉司及び児童心理
司については経験のみなら
ず高度な専門性が求めら
れている。
職員の資質向上及び専門
性を確保するため、経験年
数や職位に応じた研修実
施並びに嘱託医、弁護士
及びアドバイザー等の専門
家活用により、職務対応に
必要な知識及び経験の蓄
積を図っていく。
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施策の柱３　「困難を抱える子ども・若者とその家族への支援」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

140 3 ③ 児童相談所 里親支援事業

里親及び里親になることを希望する者に対し、養育技術
の向上、里親委託の促進及び里親の開拓を図るための
研修、委託児童の養育及び里親自身に関する養育の相
談等を実施し、里親への支援を行う。

● ● ● ● ● ● 　

里親認定業務および里親
家庭支援センターへの業
務委託により里親への効
果的な支援を行った。
里親認定　　５組10名
一日里親体験　　37名参
加
里親ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修  18回
養育里親研修　　16名
専門里親研修延　　14名

里親家庭支援センター、里親
会等と連携し、里親を支援す
ることで里親委託の推進を
図っていく

里親認定業務および里親家
庭支援センターへの業務委
託により里親への効果的な
支援を行った。
里親認定　　10組18名
一日里親体験　　46名参加
里親ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修  7回
養育里親研修　　276名
専門里親研修延　　16名

23,034 Ａ 継続

（評価）
目標値である50％をほぼ
達成しており、NPO法人静
岡市里親家庭支援センター
との連携により、積極的な
里親委託の推進、里親委
託制度の周知及び里親の
養育力向上を図ることが出
来たため。

（課題）
　施設入所等社会的養護
が必要な児童の数に対し
て、まだまだ里親登録数は
不足している。また、様々
な要件に対応可能な里親
を増やすためには、里親に
対する市民の理解を深め
ることが必要となる。
そのため、NPO法人静岡市
里親家庭支援センターと連
携し、家庭的な環境で養育
できるよう、効果的な普及
啓発による里親登録数の
増加や計画的な研修の実
施により里親への支援を
し、里親養育の質の向上を
図る。

141 3 ④ 子ども家庭課 児童扶養手当
父または母と生計を同じくしていない児童が育成される
家庭の生活の安定と自立の促進に寄与するため、児童
扶養手当を支給し、児童福祉の増進を図る。

● ● ● ● ●
30年度末受給者数
4,944人

R元年度受給者数（見込）
約5,000人

令和元年度末受給者数
4,139人

2,807,542 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知

142 3 ④ 子ども家庭課 交通遺児等福祉手当
交通事故等の災害により、生計維持者を亡くした児童の
生活の向上と福祉の増進を図るため、手当を支給する。

● ● ● ●
30年度支給対象延児童数
242人

R元年度支給対象延児童数
約360人

Ｒ元年度支給対象延児童数
212人

1,060 Ｂ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知

143 3 ④ 子ども家庭課 母子家庭等医療費助成費 母子家庭の生活と健康の保持を図るため助成を行う。 ● ● ● ● ●
医療費支払件数（見込）
58,735件

医療費支払件数
約50,000件

医療費支払件数
57,324件

137,097 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知

144 3 ④ 子ども家庭課
母子・父子・寡婦福祉資金貸
付金

資金を貸付けることにより、母子家庭等に経済的自立の
助成と生活意欲の助長を図り、併せてその扶養している
児童の福祉を増進する。

● ● ● ● 貸付件数631件 貸付件数見込666件 貸付件数601件 355,518 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
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価
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①ニート（若年無業者）、ひきこもり、不登校等の困難を抱える子ども・若者とその家族を支援する
②障がいのある子ども・若者とその家族を社会全体で支援する体制を充実する
③子ども・若者の虐待、いじめ等を防止する
④経済的困難を抱える家庭の子ども・若者を支援する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

145 3 ④ 子ども家庭課
ひとり親家庭生活支援事業費
（ホームフレンド）

母子家庭及び父子家庭の精神的支援や生活の安定を
図るために、児童が気軽に相談できる大学生等（ホーム
フレンド）を派遣し、生活面の指導を行う。

● ● ● ● 派遣回数223回 派遣回数270回 派遣回数134回 1,547 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知

146 3 ④

健康づくり推進
課
葵区健康支援
課
駿河区健康支
援課
清水区健康支
援課

保健福祉センターにおける相
談事業

保健・福祉・医療に係る相談を受けるとともに、必要に応
じて他の機関と連携を図り、支援を実施する。

● ● ● ● ● ● ● 　 来所相談　14,802件

来所相談（保健・医療・福祉
に係る総合相談）の実施と必
要に応じた継続フォローの実
施

来所相談　12,580件 - Ａ 継続

（評価）
目標どおり事業を実施し
た。
（今後に向けた取組）
関係機関との連携及び役
割を明確にし、効果的な対
応を実施していく。
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147 4 ① 建築総務課 違法広告物等撤去活動
電柱、街灯柱などに掲出される、はり紙、はり札、立看板
などの違反広告物を除却することにより、青少年の健全
育成を図る。

● ● ● ● ● ● 　

適正化旬間による違反広
告物等の撤去活動は、台
風24号接近のため、中止し
た

違反広告物等撤去活動
参加者　　73人
除去個数　170個

11 Ａ 継続

毎年撤去活動を行った結
果、違反広告物が減少して
いるため、違反広告物撤去
範囲拡大を検討中。
今後も拡大範囲を検討す
る。

148

4

4

4

4

①
②
③
④

青少年育成課 青少年育成センターの運営
非行防止及び健全育成に関係する機関、団体の拠点と
して、静岡市青少年育成センターを運営し、補導活動、環
境浄化活動などを実施する。

● ● ● ● ● ● ● 有
街頭補導：1,346回
社会環境調査：550店舗

街頭補導1,300回
社会環境調査：550店舗

街頭補導1,194回
社会環境調査：540店舗

6,602 Ａ 継続

コロナウイルス感染拡大防
止策を講じながらの補導活
動の実施。各店舗への県
条例の周知徹底を図る。

149 4 ②
児童生徒支援
課

健康教育の充実

児童・生徒の薬物乱用や性の逸脱行動、生活習慣病の
兆候、様々な悩みによる心因性の症状など、児童・生徒
の心身の健康に関する問題に対応するため、養護教諭
などを中心とする健康相談の一層の充実や地域社会と
一体となっての環境整備、学校における指導強化を図
る。

● ● ● ● 　

①健康教育推進のコー
ディネーター的役割を果た
す養護教諭等を対象に研
修会や公開事業を開催し
た。
②産婦人科医による性教
育出前講座を９校の中学
校３年生を対象に実施し
た。

①子どもたちが心身の健康
課題に対して、自ら解決
し、健康生活を実践していく
力を養うために、各校の保
健教育や保健活動を支援
する。
②中学生に対する産婦人
科医による性教育講座を
実施する。

①健康教育推進のコーディ
ネーター的役割を果たす養
護教諭等を対象に研修会
を開催した。
②産婦人科医による性教
育出前講座を４校の中学
校３年生を対象に実施し
た。

- Ａ 継続
研修内容を検討し、今後も
継続していく。

150 4 ② 青少年育成課
青少年健全育成団体の活動
支援

健全育成活動費等への補助金を交付する。
活動内容：青少年健全育成大会、環境浄化活動、あいさ
つ運動、講演会の開催、広報紙の発行等
交付団体数：４８団体

● ● ● ● ● 有
健全育成大会参加者
延人数：14,922人

健全育成大会参加者
延人数：12,000人

健全育成大会参加者
延人数：13,500人

12,871 Ａ 継続

健全育成大会における参
加者アンケート結果を反映
させ、より満足度の高い内
容にする。

151 4 ② 青少年育成課 非行防止等啓発事業
街頭キャンペーンなどの広報活動を通して、青少年の非
行防止、健全育成に関する市民意識の高揚を図る。

● ● ● ● ● 有

街頭キャンペーン２回
中学校新入生説明会での

広報1回
広報啓発用チラシの作
成・配布3回

街頭キャンペーン２回
中学校新入生説明会での

広報1回
広報啓発用チラシの作
成・配布3回

街頭キャンペーン２回
中学校新入生説明会での

広報1回
広報啓発用チラシの作
成・配布3回

454 Ａ 継続

啓発効果が高い時間帯を
利用して引き続き、キャン
ペーンを実施したい。

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者を取り巻く環境の整備に努める
②子ども・若者の非行、問題行動の防止に取り組む
③情報モラルの向上と安全利用の推進を図る
④子ども・若者が安心して過ごせる安全なまちづくりを推進する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者を取り巻く環境の整備に努める
②子ども・若者の非行、問題行動の防止に取り組む
③情報モラルの向上と安全利用の推進を図る
④子ども・若者が安心して過ごせる安全なまちづくりを推進する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

152 4 ②
健康づくり推進
課

未成年者喫煙防止事業
「小・中学生向け喫煙防止教
室」

喫煙防止の取組を推進するため、小・中学生がタバコの
しくみや健康被害等について学び、さらに家族や地域社
会へ広げ、受動喫煙の防止を図るよう、希望する市内小
中学校児童生徒対象に講座を開催する。

● ● ● ● 有
小・中学校実施校77校
参加者数8,517人

小・中学校75校実施
小・中学校75校実施
参加者数7,760人

378 Ａ 継続

希望校へ計画どおり実
施した。参加した児童生
徒のアンケートから、喫
煙や受動喫煙による健
康被害の知識が得られ
たこと、受講後に子ども
から喫煙している家族に
禁煙を勧めた等、正しい
タバコの知識の普及に
繋がっていることが確認
できた。学校からの教室
内容の要望にも対応し
ながら実施できた。
今後も学校の要望に対
応できるよう教室を実施
し、事業のPRを継続して
行っていく。

153 4 ② 福祉総務課
静岡市保護司会連絡協議会
補助金

静岡市保護司会連絡協議会に対し、補助金を交付する。
※保護司会における青少年関連事業
・静岡市青少年問題協議会への参加
・静岡市青少年育成センタ－主催の少年補導への参加
・各中学校区で実施する健全育成大会への参画　など

● ● ● ● ● ● ● 　

静岡市保護司会連絡協議
会に対し、補助金を交付し
た。

静岡市保護司会連絡協議
会に対し、補助金を交付す
る。
※保護司会における青少
年関連事業
・静岡市青少年問題協議会
への参加
・静岡市青少年育成センタ
－主催の少年補導への参
加
・各中学校区で実施する健
全育成大会への参画　など

静岡市保護司会連絡協議
会に対し、補助金を交付し
た。

4230 Ａ 継続

保護司会が目標どおり啓
発事業の実施回数を達成
することができた。今後も
保護司会と連携して、社会
を明るくする運動を効果的
にＰＲできるよう取り組んで
いく。

154
4

1

②
①

児童生徒支援
課

薬物乱用防止教室（薬学講
座）

喫煙、飲酒、薬物（覚せい剤、麻薬等）の乱用防止に努
めるため、学校薬剤師等を講師として各学校で乱用防止
教室を開く。

● ● 　

全小・中学校において、学
校薬剤師や警察署職員、
専門家を講師として招き、
薬物乱用防止教室を開催
した。

喫煙、飲酒、薬物（覚せい
剤、麻薬等）の乱用防止に
努めるため、学校薬剤師等
を講師として各学校で薬物
乱用防止教室を開催する。

全小・中学校において、学
校薬剤師や警察署職員、
専門家を講師として招き、
薬物乱用防止教室を開催
した。

- Ａ 継続 -
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者を取り巻く環境の整備に努める
②子ども・若者の非行、問題行動の防止に取り組む
③情報モラルの向上と安全利用の推進を図る
④子ども・若者が安心して過ごせる安全なまちづくりを推進する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

155 4 ③ 学校教育課 情報倫理教育の推進

ITの飛躍的発展によるネット社会の広がりの中で、情報
の匿名性に付随する様々な問題に対応するため、情報
やコミュニケーションの本質的意味を教え、その中で責任
ある行動を取れる資質を育む情報倫理教育を推進する。

● ● ● 　

Eネットキャラバン・非行防
止教室（SNS等の内容）・
ネット安心講座等、児童生
徒支援課と警察等が連携
し、児童・生徒、保護者を
対象にSNS利用に関する
説明会を実施。
また、「しずおかSNSマナー
アップ共同研究プロジェク
ト」については、児童・生徒
を対象に授業を実施。保護
者と連携して取組を進める
ため、保護者の参観を合
わせて行う学校も増加して
いる。
前年度よりも実施校数が
増加しており、学校の意識
が高まっている。（例：SNS
マナーアップ30講座、Eネッ
トキャラバン19講座）

Eネットキャラバン・非行防
止教室（SNS等の内容）・
ネット安心講座等、児童生
徒支援課と警察等が連携
し、児童・生徒、保護者を対
象にSNS利用に関する説
明会を紹介したり実施した
りする。
また、「しずおかSNSマナー
アップ共同研究プロジェク
ト」については、児童・生徒
を対象に授業を実施。保護
者と連携して取組を進める
ため、保護者の参観を合わ
せて行う学校も増加するよ
うに各学校に紹介したり、
実施したりしていく。

Eネットキャラバン・非行防
止教室（SNS等の内容）・
ネット安心講座等、児童生
徒支援課と警察等が連携
し、児童・生徒、保護者を対
象にSNS利用に関する説
明会を実施。
また、「しずおかSNSマナー
アップ共同研究プロジェク
ト」については、児童・生徒
を対象に授業を実施。保護
者と連携を呼び掛けた結
果、参観間での実践も複数
回行われた。
各講座の実施総数は、前
年度よりも増加しており、学
校の意識が高まっている。
（例：SNSマナーアップ45講
座、Eネットキャラバン16講
座）

0 Ａ 継続

インターネット上起きている
トラブルを自分ごととして捉
えて学ぶ機会をもつことが
できた。今後、GIGAスクー
ル構想の推進によりＩＣＴ機
器の使用頻度は更に高ま
ると考える。一層の拡充を
目指す必要がある。

157 4 ③ 教育センター 情報技術活用研修
教職員を対象に情報技術活用に関する研修を実施す
る。

● ● ● 　
夏季休業中に５講座
定員８１人

夏季休業中に５講座
定員８０人

５講座で合計５９人参加 100 Ａ 継続

情報活用能力が言語活動
と並び学習の基盤となる資
質能力と学習指導要領で
位置付けられた。参加した
研修員は意欲を持って研
修に取り組むことができ
た。今後一層情報活用能
力については育成していく
場面を考えて教育活動に
取り組んでいくことが予想さ
れるため、情勢を見て研修
内容を考えていきたい。

158 4 ④
生活安心安全
課

青色回転灯車両巡回活動
パトロール車として認定を受けた市公用車を使用し、業
務終了後の帰庁時などに学校周辺や通学路などの防犯
パトロールを実施する。

● ● ● ● ● ● ● 有 青パト実施回数年間387回 青パト実施回数年間400回 青パト実施回数年間679回 1605 Ａ 継続

令和元年度は、公用車の
青パト化を進め、200台以
上に増台した。これを踏ま
え、青パトに係る指標のあ
り方を再検討する必要があ
る。
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者を取り巻く環境の整備に努める
②子ども・若者の非行、問題行動の防止に取り組む
③情報モラルの向上と安全利用の推進を図る
④子ども・若者が安心して過ごせる安全なまちづくりを推進する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

159 4 ④
生活安心安全
課

地域防犯パトロールの推進
地域住民による巡回活動、青色回転灯装備車両による
パトロールを推進する。

● ● ● ● ● ● ● 有

地区安全会議立ち上げ１
団体及び14団体の活動を
支援した。

地区安全会議への補助金
交付15件

地区安全会議への補助金
交付8件

691 Ｂ 継続

地区安全会議の未設立地
区における設立の促進、活
動支援方法の検討

160 4 ④
生活安心安全
課

交通安全運動の推進
自治会・町内会等と協力し、地域ぐるみの交通安全運動
を推進する。

● ● ● ● ● ● ● 有
運動を年４回実施
街頭広報を各区で実施

運動を年４回実施
街頭広報を各区で実施

運動を年４回実施
街頭広報を各区で実施

2,534の
一部

Ａ 継続

令和元年度は例年どおり
の活動内容で実施したが、
令和２年度からは新型コロ
ナウイルスの影響を踏まえ
た活動内容（規模縮小等）
について検討が必要であ
る。

164 4 ④
児童生徒支援
課

「子どもを守る家」、「子ども１１
０番の家」等の設置

不審者の被害や身の危険を感じたりしたときのひなん所
としてお願いするよう、ステッカーを作成し、希望のあった
学校区等に配布する。

● ● ● ● 　 7校　総計４０８枚配布 -
９校１事業所
計３３１枚配布

- Ａ 継続

ステッカーを掲示することで
地域に子どもひなん所の周
知が図られ、地域防犯力の
向上に役立っている。今後
も本事業を継続していく。

165 4 ④
児童生徒支援
課

不審者情報等のメール配信
警察署と連携して、不審者情報、防犯情報等を保護者や
地域住民に対し、携帯電話を利用し、迅速に情報の提供
を行う。

● 　 実績なし - - - - - -

225 4 ② 健康づくり推進課
未成年者喫煙防止事業
「喫煙防止教室(高校生向け)」

高校生がタバコに関する正しい知識や最新情報、喫煙や
受動喫煙の健康被害等について学び、将来、喫煙者とな
らないような教育を、希望する市内高校生徒対象に開催
する。

● — 高校4校実施
高校４校実施
参加者数2,168人

— Ａ 継続

希望校へ計画どおり実施し
た。
令和元年度より開始した事
業で、今後、他の高校にも
事業を拡大していくため、
市内全ての高校に望まな
い受動喫煙のリーフレット
を配布し、周知を図る。

再

2

4

4

④
①
③

106
生活安心安全
課

若者のための消費生活啓発
講座(ヤングライフセミナー)

若年者を対象に、職員が高校、専門学校、大学等へ出向
き、｢賢い消費者になるために｣と題して、資料・ビデオ上
映・クイズなどにより悪質商法に関する情報や生活設計
に関する基礎知識を提供する。

● ● ● 　
8回実施
参加者　2,673人

10回実施
5回実施
参加者　579人

258 Ｂ 継続
成年年齢引下げを踏まえ、
開催校の拡大
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166 5 ① 環境創造課
河川環境アドプトプログラム事
業

環境美化ボランティア活動により、安倍川・藁科川・興津
川のゴミを取り除き、美しい河川を創出するとともに、川
を愛する環境教育の意識付けを図る。

● ● ● ● ● ● ● 有

縁組区間：16
参加団体：41
参加者：1,235人

縁組区間：16
参加団体：45
参加者：1,250人

縁組区間：16
参加団体：43
参加者：1,304人

244 Ａ 継続

活動団体が減少しているた
め、各種媒体を利用した積
極的な周知を展開し、参加
団体数の増加につなげた
い。

167 5 ① 高齢者福祉課 高齢者社会参加促進の支援

まちづくり推進事業の一環として、清水区の19団体（蒲
原・由比地区を除く）が主体となり、自治会内の高齢者を
始め児童・生徒・一般へ呼びかけ、どんど焼き、グラウン
ドゴルフ大会、輪投げ大会、地区祭り等の事業を実施す
ることにより、高齢者の社会参加を促すと共に世代間交
流を行う。

● ● ● ● ● ● ● 　 18団体

継続実施
地域活動の参加を促進す
ることを目的に、三世代交
流の事業を実施。
実施団体：19団体

１８団体 1,291 A 継続

引き続き、事業実施を行
い、世代間の交流や各種
行事を通し、高齢者の社会
参加の促進、さらには健康
の保持と福祉の増進を支
援していく。

168
5

1

①
① 危機管理課 地域防災訓練への参加促進

市内の小中高校に対し地域防災訓練への参加を促すと
ともに、関係団体に対し青少年の訓練参加への協力を依
頼する。
また、自主防災組織の実施する訓練計画を市ＨＰに掲載
し、青少年の地域防災訓練への参加促進のための情報
提供を行う。

● ● ● ● ● ● ● 　

参加：164,053人
（年間参加者数）
内
小学生：12,147人
中学生：12,861人
高校生：6,824人

市政出前講座実施時に、
市内の小中高校に対し地
域防災訓練への参加を促
すとともに、関係団体に対
し青少年の訓練参加への
協力を依頼する。
また、自主防災組織の実施
する訓練計画を市ＨＰに掲
載し、青少年の地域防災訓
練への参加促進のための
情報提供を行う。

参加：163,173人
（年間参加者数）
内
小学生：120,92人
中学生：120,13人
高校生：6,419人

（経常）
1,238の一

部
Ａ 継続

児童・生徒に地域防災訓練
へ参加していただくことで、
自助・共助の重要性を自ら
体験し命の大切さや思いや
りを学ぶことに役立ってい
ることから、今後も継続して
訓練を実施し、学校等へ生
徒の参加依頼をする。

再
2

5

②
①

92
生涯学習推進
課

生涯学習施設における講座
子どもたちに対して、多様な体験活動等を通して、健や
かな成長を促し、豊かな人間性を育むことを目的とした
各種講座を実施する。

● ● ● ●

37施設中33施設におい
て、子どもを対象とした各
種講座を実施。

子どもを対象とした各種講
座の実施施設数　37施設
中32施設

子どもを対象とした各種講
座の実施施設数　37施設
中33施設

指定管理
料の一部
及び26千
円（梅ケ島
交流館）

Ａ 継続

子どもたちに対して、多様
な体験、学習活動の機会を
提供することができた。今
後も、新型コロナウイルス
感染症防止策を徹底したう
えで講座を企画していく

169

5

5

１

①
②
②

青少年育成課 成人の日行事
新成人を対象に記念式典を開催し、成人としての自覚を
促す機会を提供する。

● ● 　

実施
出席者：3,253人
参加率：48.51％

実施
出席者：3,200人
参加率：48.0％

実施
出席者：3,356人
参加率：51.4％

4,642 Ａ 継続

さらなる参加率の増に向
け、参加者のニーズに合っ
た魅力的なイベントの企画
と効果的な周知・参加呼び
かけに引き続き努める。

170 5 ② 学校教育課
子ども・若者のボランティア活
動の充実

ボランティア活動は、活動を通して自分が必要とされてい
る存在であることを実感させ、喜びや生きがいを与えると
ともに、様々な社会問題への問題意識を深め、社会貢献
への気持ちを育む効果があることから、地域社会や民間
団体等とも協力し、ボランティア活動を推進する。

● 有

各学校は、地域住民や外
部諸団体と連携して、今年
度はSDGｓ意識して環境整
備（清掃活動・資源回収）
や福祉活動（施設慰問・募
金活動）などの数々のボラ
ンティア活動に取組んだ。

各学校の計画及び地域や
外部諸団体からの要請等
に応じて、ボランティア活動
に取り組むことを奨励す
る。

各学校は、地域住民や外
部諸団体と連携して、今年
度はSDGｓ意識して環境整
備（清掃活動・資源回収）や
福祉活動（施設慰問・募金
活動）などの数々のボラン
ティア活動に取組んだ。

- Ａ 継続 -

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者が地域に主体的に関わる機会を提供する
②子ども・若者の自立と社会参加を支援する
③子ども・若者の主体性を伸ばすとともに、子ども・若者リーダーを養成する
④子ども・若者の居場所づくりを支える人材の育成を充実する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）
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子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者が地域に主体的に関わる機会を提供する
②子ども・若者の自立と社会参加を支援する
③子ども・若者の主体性を伸ばすとともに、子ども・若者リーダーを養成する
④子ども・若者の居場所づくりを支える人材の育成を充実する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

171 5 ②

学校教育課
　（学校サポー
ト連絡協議会）

学生スクールボランティア

学生スクールボランティアが教科指導や総合学習、特別
支援教育、放課後の学習相談・あそび、日本語指導など
にアシスタントとして参加することで、市立幼稚園、小・中
学校の教育課程実施の充実を支援するとともに、教員志
望者の開拓及び資質・能力の向上につなげる。

● 　

・４月当初に各大学で行わ
れる学生オリエンテーショ
ンに合わせて、ボランティ
ア求人票を配布した。
・求人を随時受付し、ホー
ムページ上で公開した。
・静岡大学、常葉大学の外
国人児童等支援団体と連
携し、児童生徒の支援にあ
たった。のべ112名の学生
が45校で支援活動を行っ
た。

・４月当初に各大学で行わ
れる学生オリエンテーショ
ンに合わせて、ボランティア
求人票を配布する。
・求人を随時受付し、ホー
ムページ上で公開する。
・静岡大学、常葉大学の外
国人児童等支援団体と連
携し、児童生徒の日本語習
得の支援にあたる。

・４月当初に各大学で行わ
れる学生オリエンテーショ
ンに合わせて、ボランティア
求人票を配布した。
・求人を随時受付し、ホー
ムページ上で公開した。
・静岡大学の外国人児童等
支援団体と連携し、児童生
徒の支援にあたった。のべ
４名の学生が２校で支援活
動を行った。

- Ｂ 継続

随時ボランティアを募集し
ているが、大学生がボラン
ティアに充てる時間が確保
できにくくなっている。

172 5 ② 青少年育成課 わかもののまち推進事業
若者の社会参画を促すことで、自己有用感及び地域へ
の愛着を高める。

● ● ●

高校生のシチズンシップを
醸成する「高校生まちづく
りスクール」を７回開催し
た。

高校生のシチズンシップを
醸成する「高校生まちづくり
スクール」を６回開催。

高校生のシチズンシップを
醸成する「高校生まちづくり
スクール」を６回開催した。

715 Ａ 継続

高校生にとって参加しやす
い開催期間の設定や課題
解決に向けたサポートの強
化など、より参加者のニー
ズに応じた事業内容とする
よう努める。

174 5 ② 日本平動物園 ガイドボランティア

活動内容：ガイドボランティアとして、園内のスポットガイ
ド及びふれあいコーナーでの補助等を行う。
活動時間：土曜・日曜・祝日（通年）
活動条件：18歳以下は保護者の許可、小学生以下は保
護者の同伴が必要

● ● ● ● ● 　
１人あたり年間活動回数
18.6回

１人あたり年間10回以上活
動する。

１人あたりの活動回数12回 - Ａ 継続

活動回数は目標を超えるこ
とが出来たが、ボランティア
の高齢化による登録人数
の減少や、コロナウイルス
の影響による令和２年度の
活動回数の減少が課題と
なっている。

再
2

5

②
②

90 文化振興課
静岡市こどもミュージカル補助
金

静岡市こどもミュージカル実行委員会に対し、補助金を
交付する。
（静岡市こどもミュージカルは、公募によって集められた
子どもたちが主役のミュージカル公演であり、市民により
組織された実行委員会が、ミュージカルの創作を通じて
子どもたちに創造する喜びを知ってもらうことを目的に、２
年に１回開催する。）

● ● ● ●

8月25日、26日各2回公演
を実施。2,258名の来場者
があった。

令和2年度の公演に向け出
演者オーディションの実
施、ミュージカルスクールの
入校式を行う。

・出演者オーディション実施
　11月16日（土）、17日（日）
　応募者数：70名
・ミュージカルスクール入校
式実施
　12月8日（日）

200 Ａ 継続

集客につながるよう事業の
ターゲットを明確にし、それ
を確実に取り込むための事
業内容の検討及び積極的
な広報活動を促す。
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子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者が地域に主体的に関わる機会を提供する
②子ども・若者の自立と社会参加を支援する
③子ども・若者の主体性を伸ばすとともに、子ども・若者リーダーを養成する
④子ども・若者の居場所づくりを支える人材の育成を充実する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

175 5 ③ 青少年育成課 青少年研修センターの運営

教育委員会の承認を受けた団体に対し、次の施設につ
いて無料で貸し出しを行う。
・青少年研修センター（市中央体育館内）
利用者の範囲：市内に居住、若しくは市内の事業所に勤
務する者が１５人以上で、教養の向上を図る目的で結成
した団体

● ● ● ● 　 承認団体数　７団体 承認団体数　５団体 承認団体数　５団体 135 Ａ 継続

学校や学生などの課外活
動の場として利活用を促進
するため、施設の周知・広
報を行い、利用者数増加へ
の取り組みに努める。

176 5 ③ 青少年育成課
わたしの主張静岡市大会開催
事業

　市内各中学校より主張作文を募集し、書類選考の後に
各区代表９名による口頭発表会を実施。口頭発表会での
審査により、代表者２名を県大会に推薦する。

● 　

市内中学校17校より648作
品の応募があり、9作品を
選考し、「わたしの主張
2018」静岡市大会を実施し
た。9名の生徒による主張
が行われ、審査の結果、2
名の県大会出場者が決定
した。

市内各中学校より主張作
文を募集し、書類選考を通
過した９名による口頭発表
会（公開審査会）を清水庁
舎ふれあいホールにて実
施する。上位2名の代表者
を県大会に推薦する。

市内中学校19校より1,447
作品の応募があり、9作品
を選考し、「わたしの主張
2019」静岡市大会を実施し
た。9名の生徒による主張
が行われ、審査の結果、2
名の県大会出場者が決定
した。

30 A 継続

子どもたちの主張をより多
くの方に聴いていただける
よう、引き続き効果的な広
報・周知活動の推進に努め
る。

177
5

5

③
④ 青少年育成課 市青年団協議会事業補助金

静岡市青年団連絡協議会の運営費及び事業費を補助す
る。
活動内容：青年スポーツ交流会、ボランティア活動等

● ● ● 有
補助金の交付等による活
動支援

補助金の交付等による活
動支援

補助金の交付等による活
動支援
活動延回数　40回
延参加者数　184人

109 Ａ 継続

参加者のニーズに応じた企
画内容の検討や、周知・PR
について引き続き支援して
いく。

178
5

5

③
④ 青少年育成課

少年団体（ガールスカウト）運
営費補助金

ガールスカウト静岡市協議会、ガールスカウト静岡第43
団(蒲原地区)及びガールスカウト第108団（由比地区）の
運営費及び事業費を補助する。
活動内容：指導者研修会、キャンプ等

● ● ● ● ● ● 有

補助金の交付等による活
動支援
活動延回数　184回
延参加者数　2,835人

補助金の交付等による活
動支援

補助金の交付等による活
動支援
活動延回数　272回
延参加者数　2,283人

565 Ａ 継続

団体の持続・発展的な活動
に向け、団体活動全体の
周知・PRを市のHP等で行う
など、引き続き支援に努め
る。

179
5

5

③
④ 青少年育成課

少年団体（ボーイスカウト）運
営費補助金

ボーイスカウト静岡県連盟静岡地区及びボーイスカウト
静岡県連盟清水地区の運営費及び事業費を補助する。
活動内容：指導者講習会、救急法講習会、奉仕活動等

● ● ● ● ● ● 有

補助金の交付等による活
動支援
活動延回数　83回
延参加者数　3,106人

補助金の交付等による活
動支援

補助金の交付等による活
動支援
活動延回数　68回
延参加者数　2,507人

549 Ａ 継続

団体の持続・発展的な活動
に向け、団体活動全体の
周知・PRを市のHP等で行う
など、引き続き支援に努め
る。

180
5

5

③
④ 青少年育成課

少年団体（子ども会）運営費補
助金

静岡市子ども会連合会の運営費及び事業費を補助す
る。
活動内容：持久走大会、球技大会、指導者研修会等

● ● ● ● ● ● ● 有

補助金の交付等による活
動支援
活動延回数　175回
延参加者数　5,115人

補助金の交付等による活
動支援

補助金の交付等による活
動支援
活動延回数　151回
延参加者数　4,722人

5,594 Ａ 継続

団体の持続・発展的な活動
に向け、団体活動全体の
周知・PRを市のHP等で行う
など、引き続き支援に努め
る。

183 5 ④ 青少年育成課 青少年育成員・指導者研修会
青少年の指導方法や事業の企画運営等に関する研修会
を開催する。
対象：青少年育成に関わる指導者等

● ● ● 　 1回実施 1回実施 1回実施 - Ａ 継続

継続した事業の開催ができ
たものの、さらに参加者を
増やすため、適切なテーマ
設定と広報方法の検討が
必要である。
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施策の柱５　「居場所づくりと社会参加の推進」

基
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策

再
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課名 事業名 事業概要
乳
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小
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中 高 大
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他
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護
者

総
合
計
画

H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元　決算

額
（千円）

評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

対象者

①子ども・若者が地域に主体的に関わる機会を提供する
②子ども・若者の自立と社会参加を支援する
③子ども・若者の主体性を伸ばすとともに、子ども・若者リーダーを養成する
④子ども・若者の居場所づくりを支える人材の育成を充実する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

226 5 ②
市民自治推進
課

「市民活動支援システム」
活用推進事業

市民と行政がお互いの情報を共有し、地域課題の解決
に取り組むために、市民活動に関する情報を収集すると
ともに、地域課題の解決のために必要な市が保有する
データをあわせて広く市民にウェブサイトに掲載して情報
発信を行う。

● ● ● 有
市民活動支援システム
「ここからネット」の運用

令和元年度総アクセス数
182,800件

2,660 Ａ 継続

新型コロナウイルスの影響
により、市民活動団体の活
動が停滞し、市内の市民活
動が落ち込んでいる。その
ため、新型コロナウイルス
に関するNPOの支援情報
を提供するとともに、ここか
らネットを使った情報発信
などにより、市民活動の促
進を図る。
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施策の柱６　「子ども・若者の生活の場におけるネットワークづくりの推進」

基
本
施
策

番
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施
策
の
柱

基
本
施
策

再
掲

課名 事業名 事業概要
乳
幼
児

小
低

小
高

中 高 大
そ
の
他

保
護
者

総
合
計
画

H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

184 6 ①
児童生徒支援
課

スクールカウンセリング事業

いじめや不登校､問題行動等､児童･生徒の心の問題に
対応するため､スクールカウンセラーを小・中・高等学校
に、教育相談員を中学校に配置し､学校における組織的
相談機能の向上を目指す。

● ● ● ● ● 　

○スクールカウンセラーの
配置
・小学校69校：年35週、週３
時間。
・中学校37校：学校規模に
応じて年35週、週６～８時
間。
・その他の小、中学校：要
請に応じて派遣する。
・高等学校２校に年23週、
週４時間
○教育相談員の配置
・不登校や別室登校生徒
数に応じて、中学校（36校）
に週５～20時間の傾斜配
置する。

○スクールカウンセラーの
配置
・小学校69校：年35週、週３
時間。
・中学校37校：学校規模に
応じて年35週、週６～８時
間。
・その他の小、中学校：要
請に応じて派遣する。
・高等学校２校に年23週、
週４時間
○教育相談員の配置
・不登校や別室登校生徒数
に応じて、中学校（36校）に
週５～20時間の傾斜配置
する。

○スクールカウンセラーの
配置
・小学校68校：年35週、週３
時間。
・中学校37校：学校規模に
応じて年35週、週６～８時
間。
・その他の小、中学校：要
請に応じて派遣する。
・高等学校２校に年23週、
週４時間
○教育相談員の配置
・不登校や別室登校生徒数
に応じて、中学校（36校）に
週５～20時間の傾斜配置
する。

82,398 Ａ 継続

スクールカウンセラーの専
門的な支援やカウンセラー
と連携する相談員の支援
により、学校における相談
機能等の向上が図られた。
通知等で児童・生徒や各家
庭に事業について周知す
る。研修や校内連絡会等を
通して、教職員に効果的な
活用方法を周知する。

185 6 ① 子ども家庭課 要保護児童対策地域協議会
児童福祉に関係する団体等で構成する協議会を結成し、
情報交換等を通し、要保護児童の早期発見と適切な保
護の実現に努める。

● ● ● ● ● ● 　

①代表者会議（年1回）
②実務者会議
（定例会：１回/月
 進行管理会議：1回/4ｹ
月）
③個別ｹｰｽ検討会議（22
回）

①代表者会議（年1～2回）
②実務者会議
（定例会：１回/月
 進行管理会議：1回/4ｹ月）
③個別ｹｰｽ検討会議（随
時）

①代表者会議1回
②実務者会議45回
（定例会：各区1回/月
 進行管理会議：各区1回/4
ｹ月）
③個別ケース検討会議(33
回)

90 Ａ 継続

多機関での情報共有と連
携により、要保護児童等に
対する適切な支援や保護
を実施できている。今後
は、2022年度までに設置が
義務付けられている、子ど
も家庭総合支援拠点の役
割の整理が必要となる。

186 6 ①
生活安心安全
課

犯罪被害者等支援総合案内
窓口

犯罪被害者等支援のための総合案内窓口にて、相談者
への適切な対応及び情報提供に努めるほか、総合窓口
を周知します。

● ● ● ● ● ● ● １回実施
支援団体と協働で、総合窓
口周知のための街頭広報
を１回実施する。

２回実施
532の一

部
Ａ 継続

支援団体と協働で、総合窓
口周知のための街頭広報
を１回実施する。

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者
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施策の柱６　「子ども・若者の生活の場におけるネットワークづくりの推進」

基
本
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策

番
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策
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基
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策
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課名 事業名 事業概要
乳
幼
児
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低

小
高

中 高 大
そ
の
他

保
護
者

総
合
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画

H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

再
3

6

①
①

12

1
青少年育成課 子ども若者相談事業

【面接相談】
〇相談受付：（土日祝・年末年始を除く）8時30分～17時
15分
相談対象者：39歳までの子ども・若者及びその保護者・
関係者
【電話相談】
○こころのホットライン
相談受付：（土日祝・年末年始を除く）毎日9時～17時　相
談対象者：20才までの青少年及びその保護者・関係者
○24時間いじめ電話相談
相談対象者：小中学生及びその保護者・関係者

● ● ● ● ● ● ● 　

①面接相談
　480人 7,010回
②こころのホットライン
受付件数　400件
③24時間いじめ電話相談
相談受付　950件

①面接相談
相談受付：平日8時30分～
17時15分
②こころのホットライン
相談受付：平日9時～17時
③24時間いじめ電話相談
相談受付：毎日24時間

①面接相談
　489人　7,151回
②こころのホットライン
受付件数　345件
③24時間いじめ電話相談
相談受付　562件

10,845 Ａ 継続

相談内容が多様化・複雑化
してきている中で、より関係
機関との連携の必要性を
感じるため、連携の在り方
を検討していく。

再
1

6

①
④

12 救急課
応急手当普及啓発活動の促
進

学校教育での救命講習受講推進を図るため、毎年度、
市内全小中学校（小学5年生、中学２年生）に呼び掛けて
実施します。 市域において、将来的に大多数の市民が
受講済の環境を目指します。 救命講習を通し、命の大切
さを学ぶ環境を醸成します。

● ●

市内公立小学校　5,870人
市内公立中学校　5,335人
 　　　　　　　合計　11,205人
市内全小中学校で授業の
一環として救命講習を実施

市内全小中学校の小学5年
生、中学２年生に対し、学
校教育における救命講習
を実施
市内私立小中学校に救命
講習受講推進

市内小中学校で授業の一
環として救命講習を実施
市内公立小学校　5,473人
市内公立中学校　4,713人
 　　　　　　　合計　10,186人

市内私立小中学校　168人

8,465千円
の一部

Ａ 継続

・市内市立中学校にも協力
を要請し、一部の学校で講
習が実現したので、引き続
き実施を推進していく。
・新型コロナウイルス感染
症の拡大を踏まえた講習
方法を検討する必要があ
る。

187 6 ② 学校教育課 次世代育成プロジェクト事業

　民間教育力の活用や本市の第一線で活躍する様々な
専門家を学校に派遣することにより児童生徒の学習の充
実を図る。
　キャリア教育の推進のため、連続３日間以上の職場体
験学習を全中学校で実施する。

● ● ● ● 有

・各学校の教育計画に基
づき、各事業を実施した。
・民間教育力活用事業の
実施件数は、522件。
学校の教育活動の充実の
ため、効果的に支援するこ
とができた。

・各小中学校ごとキャリア
教育年間指導計画に基づ
き各事業を実施する。
・民間教育力活用事業の実
施と中学校において職場
体験学習を実施する。

・各学校の教育計画に基づ
き、各事業を実施した。
・民間教育力活用事業の実
施件数は、532件。
・市内の全中学校で連続３
日間以上の職場体験学習
を実施した。

2,954 Ａ 継続

学校の教育活動の充実の
ため、効果的に支援するこ
とができた。
活用が積極的な学校と比
較的消極的な学校と偏りが
ある。継続的に人材バンク
「スペシャリスト」を作成の
上、学校へ提供し、より活
用しやすい環境を整備す
る。

188 6 ② 子ども未来課
ファミリー・サポート・センター
事業

育児の援助活動（保育所・幼稚園・小学校の終了時刻後
における園児・児童の預かり等）を行いたい方と受けたい
方からなる会員組織を運営し、会員同士の育児援助活
動を推進する。

● ● ● 有

会員数5,806人
利用件数12,394件
（病児・病後児預かり含む）

ファミリー・サポート・セン
ター事業（ファミリー・サ
ポート及び緊急サポート）
の実施

会員数6,070,人
利用件数11,950件
（病児・病後児預かり含む）

29,201 Ａ 継続

利用件数の増加に向け、ま
かせて会員の確保方策を
受託者と連携を図る。

189 6 ② 青少年育成課
子ども・若者支援地域協議会
の運営

ニート、ひきこもり、不登校など社会生活を円滑に営む上
で困難を有する子ども・若者を支援する協議会を運営す
る。

● ● ● ● ● ● ● ● 　
代表者会議１回
実務者会議４回

代表者会議１回
実務者会議４回

代表者会議１回
実務者会議４回

8 Ａ 継続

関係機関に赴きお互いを
知ることで、横のつながりを
強化できた。引き続き広い
視野を持って連携を深めた
い。
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施策の柱６　「子ども・若者の生活の場におけるネットワークづくりの推進」
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

190 6 ② 教育総務課 学校応援団推進事業

　ボランティアによる地域社会の協力のもと、学校を応援
する体制を整え、子どもたちの人間性や社会性を育て支
援することにより、健やかな育成と家庭や地域の教育力
を高めることを目的とする。（Ｈ２０新規、国庫補助事業）

● ● ● ● ● 有
市内全小中学校129校で実施
した。

市内全小中学校１２９校で
実施予定

市内全小中学校１２９校で
実施した。

10,753 Ａ 継続

ボランティア参加者延べ人
数の維持や活動の種類・幅
の広がりが確認でき、教職
員と地域住民等の連携意
識が高まっている。ボラン
ティア活動の中心的な役割
を担う人材の発掘・育成が
必要である。今後は、放課
後子ども教室推進事業と一
本化する。

191 6 ② 産業政策課 こどもクリエイティブタウン

こどもたちを対象に仕事体験やものづくり体験を通じて、
次世代を担う創造力をもつ健全な人材を育成するととも
に、社会や経済の仕組みの学習および地域産業の理解
を促進するための施設を運営する

● ● ● ● ● 有 利用者数　100,000人 - ・利用者数　106,370人／年
87,005の

一部
Ａ 継続

講座参加者のアンケート結
果をもとに、講座の内容の
充実を図る。またコロナの
影響により、通常通りの施
設運営が困難であるため、
今後も利用制限等の感染
防止対策をした上で、事業
を実施する必要がある。

再
2

6

②
④

91 商業労政課
若者の地元就職・ＵＩＪターン
就職促進事業（大学生向け市
内で働く魅力発見セミナー）

市内企業への就職促進策の一環として、学生に対し、市
内企業の認知度向上を図るとともに、魅力ある就職先が
あることを伝え、市内企業への就職を促すため、市内企
業の経営者等と学生の意見・情報交換会を開催する。

● ● 有

開催10回
参加学生の市内企業への
就職関心度　86.9％

開催５回
参加学生の市内企業への
就職関心度90％以上

開催10回
参加学生の市内企業への
就職関心度　97％

14,162

（若者の
地元就
職・ＵＩＪ
ターン就
職促進事
業の一

部）

Ａ 継続

キャリア教育として必要で
あることと、参加学生を確
保するため、授業の一環と
して実施できるよう大学と
の連携を深めていく。

再

1

2

6

③
②
②

67 文化振興課 伝統文化ワークショップ事業

我が国の伝統文化への理解と関心を深める機会を提供
するため、親子を対象に伝統文化に触れるワークショッ
プを開催する。
（実施内容）
　茶道（抹茶、煎茶）、落語、神楽、祭囃子等

● ●

８月４日（土）、５日（日）
１日２回（計４回）
静岡市民文化会館
実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、木遣
参加者数：190人

８月３日（土）、４日（日）
１日２回（計４回）

静岡市民文化会館

実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、琴

令和２年８月３日（土）、４日
（日）
１日２回（計４回）
静岡市民文化会館
実施内容：茶道（抹茶、煎
茶）、琴
参加者数：218人

26,579の
一部

Ａ 継続

定員を大幅に上回る申込
のある事業であるため、今
後も多岐に渡る文化メ
ニューを提供出来るよう企
画内容を検討していく。

192 6 ③
児童生徒支援
課

肥満傾向の子どもと親の健康
教室

栄養士による個別栄養指導、医師による医療相談を通
し、食事の習慣や生活習慣などに気を付け、肥満を防止
する。肥満を防ぐための運動を実際に行うことにより、肥
満防止に向けての意識を高める。

● ● ● ● 　

第１回健康教室参加者数
52組参加。
第２回健康教室参加者数
45組参加。

肥満傾向の児童生徒を中
心に希望者をつのり、栄養
士による栄養指導、医師に
よる医療相談、指導主事に
よる運動指導を行う。
７月30日、31日実施予定

第１回健康教室参加者数
61組参加。
第２回健康教室参加者数
26組参加。

- Ａ 継続
開催時期等の検討をしてい
く
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
R元決算額

（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

193 6 ③ 子ども家庭課 養育支援訪問事業

　養育支援が特に必要であると判断した家庭に対して、
専門的資格を有するなどの養育支援訪問員がその家庭
を訪問し、養育に関する指導、助言等を行うことにより、
適切な養育の実施を確保する。

● ● ● ● ● ● 19世帯に支援を実施
支援が必要な世帯に養育
支援訪問を実施

13世帯に支援を実施 714 Ａ 継続

他の類似事業とのすみ分
けを明確にし、関係機関の
理解を深めることが必要

194 6 ③ 子ども未来課 母親クラブの育成
家庭児童の健全育成を図るため、地域の母親が児童館
等を拠点として、活動する連帯組織で、自己研修、親子
交流活動、事故防止のための奉仕活動を実施する。

● 　
市内５の母親クラブの運営
経費を助成

市内４の母親クラブの運営
経費を助成

市内４の母親クラブの運営
経費を助成

612 Ａ 継続

クラブの存続に向けて助
言、
活動の周知に努める。

195 6 ③ 子ども未来課 児童遊び場の整備
地域における遊び場確保の促進を図るため、遊び場の
設置に対して助成する。

● 　 年間修繕等補助件数10件
年間の修繕等
補助件数10件

年間の修繕等
補助件数３件

300 Ｃ 継続

自治会(町内会)に対し、定
期的に点検を実施し、その
結果に基づき計画的に修
繕等の実施を促す。

196 6 ③ 子ども未来課
子育て支援総合情報提供事
業

子育てに関する情報を様々な手段による提供を図り、市
民が得たい情報を的確にわかりやすく提供するため、
『静岡市子育て応援総合ホームページ「ちゃむ」』を管理
運営する。

● ● 　

静岡市子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」の運営管理及び
周知

静岡市子育て応援総合ＨＰ
「ちゃむ」の運営管理

静岡市子育て応援総合HP
「ちゃむ」の運営を実施
全ページアクセス数：月平
均36,353件
周知用のリーフレット作成

2,409 Ａ 継続
常に最新の情報を提供で
きるよう、適宜更新を行う。

197 6 ③ 子ども未来課
「子育てコーチング講座」の開
催

　「地域づくり」を推進するため、NPO法人、子育てサーク
ル等と連携し、子育てに不安や悩みを持つ保護者を対象
に講座を開催し、子育てコーチングを活用して他人との
ふれあいによる自分発見を通した「親育て」を推進する。

●
２会場にて開催（１会場２
日間）

２会場にて開催（１会場２日
間）

２会場にて開催（１会場２
回）子育て講座名変更して
実施

200 Ａ 継続

父親向けの子育て支援
等、内容を変更し実施して
いく。

198 6 ③ 青少年育成課
青少年対象事業に関する情
報提供

青少年を対象とする事業等に関する情報をホームページ
等で提供する。

● ● ● ● ● ● ● 　 実施（成人の日行事など） 実施（成人の日行事など）

実施
・成人の日行事など
・青少年活動団体の会員募
集
・団体が実施するイベント
紹介と参加者募集

- Ａ 継続

ＨＰ等による積極的な情報
発信をあらゆるイベントや
団体において実施できた。
今後はさらに、イベントの対
象とする世代やその親など
へ確実に情報提供が行え
るよう、媒体や方法を検討
し、発信していく。

199 6 ③ 子ども家庭課
母子家庭等日常生活支援事
業費

母子家庭等に家庭生活支援員を派遣することにより、福
祉の増進を図る。

● ● ● ● ● ●
子育て支援937時間
生活援助420時間

子育て支援900時間
生活援助590時間

子育て支援963時間
生活支援474時間 2,030 Ａ 継続

各区子育て支援課との連
携
制度の周知
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H30実績 R元　事業実施計画 R元　実績
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R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

200 6 ③
生涯学習推進
課

家庭教育学級

未就学児や小中学生をもつ保護者に対して、家庭教育
に必要な現代的課題等を学び、仲間をつくることにより、
子どもたちの健やかな成長を促し、豊かな人間性を育む
ことを目的とした連続講座を実施する。

●

子ども園、小学校、生涯学
習施設等において、40学
級を開設。

小学校、生涯学習施設等
において事業を実施

幼稚園、小学校、生涯学習
施設において41学級を実
施

直営事業
分696

及び指定
管理料の

一部

Ａ 継続

未就学児や小中学生をも
つ保護者に対して、組織的
で継続的な学習機会を提
供することができた。今後
も新型コロナウイルス感染
症防止策を徹底したうえ
で、講座を企画していく

201 6 ③
生活安心安全
課

親子消費者教室
市内小学生とその保護者を対象に、身近な消費生活や
食品に関する問題等様々なテーマに基づく実験や講義を
実施し、消費生活に関する知識の普及を図る。

● ● 　 １回実施　親子９組19人
年１回実施、親子20組40人
対象

１回実施　親子９組18名 23 Ａ 継続

親子で参加しやすい開催
日・開催時間を引き続き設
定していく必要がある。

202 6 ③
選挙管理委員
会事務局

高校生向け啓発事業
高校生向けの啓発冊子を発行、配付し若者の選挙に対
する意識の向上をはかる。

● 　

高校生向け選挙啓発冊子
「選挙トリセツ（取扱説明
書）」を市内高校に14,000
部程度配布。

高校生向け選挙啓発冊子
「選挙トリセツ（取扱説明
書）」を市内高校に16,000部
程度配布予定。

高校生向け選挙啓発冊子
「選挙トリセツ（取扱説明
書）」を市内高校に13,000部
程度配布。

292 Ａ 継続

高校生の興味を引く紙面づ
くり。また、読み易く、投票
行動につながる内容づく
り。

203 6 ④ 子ども未来課 子育てサポーターの育成

NPO法人との協働により、「子育てサポーター養成講座」
を開催し、地域で活動する子育てボランティアの養成を
行うとともに、講座修了者に対して、研修会等を実施しま
す。

● ●
「子育てサポ―ター養成講
座」全10回の開催

「子育てサポ―ター養成講
座」全10回の開催

「子育てサポ―ター養成講
座」全10回の開催

548 Ａ 継続

講座内容を充実させ、受講
しやすいよう全６回開催とし
て実施していく。

204 6 ④ 産業振興課
地場産業後継者育成事業
（クラフトマンサポート事業）

地場産業界での新規就業者促進や後継者育成等を図る
ため、下記４事業を実施する。
１　地場産業現場実習短期支援事業（技術指導者のもと
で３ケ月間の短期現場実習）
２　地域産業現場実習長期支援事業（技術指導者のもと
で２年間の長期現場実習）
３　地域産業独立支援補助金交付事業（独立や工房等
の開業に伴う建物の賃借料に対して補助を行う。）
４　伝統工芸技術者雇用奨励金交付事業（市内在住の
長期支援修了者を雇用した事業主に対して、雇用奨励
金を交付する）

● ● ● 　

①現場実習短期支援
　　　　　　２人(420千円)
②現場実習長期支援
　　　　　　５人（4,800千円)
③独立支援
　　　　　　１人（480千円)
④雇用奨励
　　　　　　２人（1,920千円）

①現場実習短期支援
　　　　　　１人(300千円)
②現場実習長期支援
　　　　　　６人（4,500千円)
③独立支援
　　　　　　１人（1,200千円)
④雇用奨励
　　　　　　３人（3,840千円）

①現場実習短期支援
　　　　　　５人(1,265千円)
②現場実習長期支援
　　　　　　６人（3,500千円)
③独立支援
　　　　　　０人
④雇用奨励
　　　　　　２人（1,920千円）

6,685 Ａ 継続

実習者と指導者とのマッチ
ングが課題となっているた
め、伝統工芸の後継者が
着実に増えていくよう、実
習者・指導所とコミュニケー
ションを密に図り、対象者
の慎重な選定や新たな指
導者の確保に重きを置いて
実施していく。
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

205 6 ④ 産業振興課 地場産品体験学習事業

市内の小学校に通学する４年生について、小学校の授
業の一環として、地場産品創作体験施設を利用して体験
学習を実施した場合、その事業に要する経費を一部補助
する。

● 　 　
参加児童数
3,199人

参加児童数
3,220人

参加児童数
3,267人

5,602 Ａ 継続

・各学校への周知を行い、
駿府匠宿との連絡を密に
することで目標値を上回る
児童に体験してもらうこと
ができた。
・令和２年度から対象学年
を全学年とするため、学校
や関係機関との連絡を密
にし、申込時に混乱がない
よう調整する。また、未実
施校に対しても引き続き明
確で効率的な周知を行う。

206 6 ④ 産業振興課 駿府匠宿の運営

静岡市工芸と歴史の体験施設「駿府匠宿
」において、静岡市の伝統工芸や近代産業の体験とＰＲ
をし、本市の地場産業及び伝統工芸の理解を深めてもら
い、認知度を高める。

● ● ● ● ● ● ●
　
有

来場者数
　200,150人

来場者数
　270,000人

来場者
　169,700人

225,992 Ｂ 継続

・コロナ感染症の影響等に
より、目標とする来場者数
は達成できなかったが、蔓
延防止策を検討・実施し引
き続き伝統工芸の体験、Ｐ
Ｒを実施していく
・駅駿府楽市と連携した施
設ＰＲを行い、施設の知名
度向上及び来場者の増加
を図る
・来場者の安心安全を確保
するため、老朽化解消に向
けた修繕を行い施設の魅
力向上に努める

207 6 ④ 青少年育成課
しずおかエンジェルプロジェク
ト推進事業

①結婚を希望する男女の出会いの機会創出
②若年層に対する結婚についての意識啓発及び情報提
供
③地域ぐるみで結婚を応援する気運の醸成

● 有

①出会いイベント
10回実施【参加者数：225
人】
②ライフデザインセミナー
実施
③フォトウェディング冊子
の配布、撮影パネルの設
置

①結婚を希望する男女の
出会いの機会創出12回実
施
②婚活サポーターの養成
活用
③フォトウェディング冊子の
配布、撮影パネルの設置

①結婚を希望する男女の
出会いの機会創出実施：12
回【参加者数254人】
②婚活サポーターの養成
活用
　登録７人、被サポートカッ
プル16組
③フォトウェディング冊子の
配布、撮影パネルの設置

2,295 Ａ 継続

事業開始H26年度からR2
年度までで436組のカップ
ルが成立し、そのうちR2年
度末時点で成婚したカップ
ルは18組である。このこと
から、イベント後における交
際の継続が課題となってお
り、婚活サポーター活用に
よるきめ細やかな結婚支援
に努める。
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（千円）
評
価

R２
継続

これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

220 6 ④ 青少年育成課 結婚新生活支援補助金事業
新婚世帯に対し、住居費や引越費用を補助することで、
婚姻に伴う新生活に対する経済的負担を軽減し、未婚化
及び晩婚化の抑制を図る。

● 有 補助金交付65件

新婚世帯で新居に係る居
住費等を要した者に対する
補助金の交付
　補助金交付40件

補助金交付40件 8,361 Ａ 継続

引き続き、利用者への周
知・広報を行うとともに、補
助金の趣旨等をより効果的
に情報発信するよう努め
る。

208 6 ④ 産業政策課 大学等起業家育成事業

市内の高校、大学及び専門学校の学生を対象に、中小
企業診断士等の専門家を活用し、「起業・創業の仕方（ビ
ジネスプランの作成方法等）」など、起業・創業に関する
実践的な支援を実施します。

● ● 　

実施校10校
・市内の高校5校（7学科)
・市内の大学等４校
・市内の専門学校１校（２学
科）

-

・市内の高校　　　５校
・市内の大学　　　２校
・市内の専門学校　１校

70,400の
一部

Ａ 継続

コロナ禍において一部大学
が休校になっており、開催
ができない可能性がある。
また創業学習等中学校や
高校でニーズが高まってい
る。

210 6 ④ 商業労政課
大学等・企業担当者情報交換
会

新卒者の地元企業への円滑な就職に結びつけるため地
元企業人事担当者と県内外の大学等の就職指導者の交
流会を開催する。

● ● 有

開催　　　　　　１回
参加事業所　　67社（市内）
参加大学等　　96校

開催　　　　　　　 1回
参加事業所     65社（市
内）
参加大学等　　100校

開催　　　　　　１回
参加事業所　　68社（市内）
参加大学等　　91校

625 Ａ 継続

大学等の参加数が企業に
比べ少ないことから、早期
に案内を開始し、より多くの
大学の参加を目指す。

211 6 ④ 商業労政課
高等学校と企業との情報交換
会

市内事業所への就職促進を図るため市内の高校の就職
指導担当教諭と地元企業の人事担当者との情報交換を
行う。

● 有

開催　　　　　　　　 　１回
参加高校等　 　 　 41校
参加事業所　　　　193社
　　　　　　　　（情報交換会）

開催　　　　　 　　　1回
参加高校等 　　   40校
参加事業所 　　　 75社
　　　　　　　　（情報交換会）

開催　　　　　　　　 　１回
参加高校等　 　 　 40校
参加事業所　　　　234社
　　　　　　　　（情報交換会）

- Ａ 継続

令和２年度は新型コロナウ
イルス感染症拡大により中
止となったが、高校に対し
情報が行き届くようハロー
ワークと連携を深める。

213 6 ④ 商業労政課 高校生企業ガイダンス
企業ガイダンスを（多業種の市内企業が高校生に業務内
容を説明）することで、高校生の就業意識の醸成を図る。

● 有

開催　　　　　　　　 １回
参加高校生　　　687人
参加事業所　　　 48社

開催　　　　　　　１回
参加高校生　　500人
参加事業所　 　40社

開催　　　　　　　　 １回
参加高校生　　　726人
参加事業所　　　 48社

- Ａ 継続

令和２年度は新型コロナウ
イルス感染症拡大により中
止となったが、次年度に向
け、コロナ禍での実施方法
や運営方法を検討してい
く。

214 6 ② 予防課 夏休みこども消防教室
将来を担うこども達に消防の仕事を理解してもらうととも
に、火災予防意識を喚起し安全なまちづくりについて考
えてもらえるよう機会を提供する。

● ● 　

８月３日と６日の２日間、計
10会場で実施。
参加者450人
（静岡市内実績：７会場、参
加者347人）

年に２日間、管内９消防
署、１分署にて実施予定。

２日間、９消防署で実施す
るとともに上下水道フェア
にて１回実施。
参加者422人
（静岡市内：７会場、参加者
300人）

35 Ａ 継続

各消防署等において、それ
ぞれの消防体験を実施し、
消防の仕事や火災予防教
育への推進に寄与した。

215
6

2

④
① 子ども未来課 児童館運営事業

児童に健全な遊びを与えて健康を増進し、情操豊かにす
ることを目的とした地域児童の健全育成のための拠点施
設である児童館において、18歳未満の児童を対象とし、
さまざまな行事・教室を開催する。

● ● ● ● ● ● ● 　
市内12館の指定管理によ
る運営実施

市内12館の指定管理によ
る運営実施

市内12館の指定管理によ
る運営実施

226,816 Ａ 継続

指定管理者等との連携強
化による効果的な事業運
営の推進に取り組む。
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これまでの評価・課題と今後に
向けた取組

子ども・若者育成プラン関連事業
　令和元年度事業実績

①個々の課題に応じた相談体制の充実
②家庭・学校・地域・民間（事業者）が協力して子ども・若者の育成を目指す活動に取り組む
③家庭教育の支援を充実する
④地域を支える人材を活用し、地域の力を強化する

（対象）
小低：小学校低学年　　　　　　　小高：小学校高学年
中：中学生　　　　　　　　　　　　　高：高校生
大：大学・短大・専門学校生　　　その他（～４０歳未満）

対象者

161 6 ② 予防課 少年消防クラブの育成

少年消防クラブの健全な育成発展に努め、火災予防思
想の普及と高揚を図ることを目的とし、春・秋の火災予防
運動への協力活動及び各種火災予防思想イベントへ参
加している。

● ● ● ● 　

・夜回りの実施
・防火ポスターの作成
・救命講習の実施
・花火教室の実施
クラブ数　３クラブ

静岡市防火ポスター制作、
火災予防運動時の夜回り、
救急・救命講習を実施予
定。

・夜回りの実施
・防火ポスターの作成
・救命講習の実施
・花火教室の実施
クラブ数３クラブ

25 Ａ 継続

幼年消防クラブの活動を通
じ火災予防思想の普及と
高揚を図ることができた。
今後も継続的に活発なクラ
ブ活動を実施する。

162 6 ② 予防課 花火教室
花火をする機会が多い時期をとらえ、子供の花火による
事故防止を目的とし「花火教室」を火災予防教育の一環
として開催している。

● ● ●

管内全域の保育園、幼稚
園、こども園及び小学校を
対象に依頼があったところ
に花火教室を実施。162カ
所、11,750人参加。
（静岡市内実績：109カ所、
参加者7,709人）

管内の幼稚園、保育園、こ
ども園及び小学生以下の
各団体に実施予定。

管内全域の保育園、幼稚
園、こども園及び小学校を
対象に依頼があったところ
に花火教室を実施。
管内　実施回数158回
　　　　参加者9952人
（静岡市実施回数106回、
参加者6,036人）

202 Ａ 継続

花火教室を通じ子供たちの
火災予防教育への推進に
寄与するとともに、花部教
室実施中の事故防止に努
め、安全に実施することが
できた。
雨天時の対応について今
後検討する。

227 6 ② 河川課 牛妻地区かわまちづくり事業
地区連合会、単位町内会、その他団体が協同し、川遊び
空間の運営を行い、子どもが学び・体験する場を創出す
る。

● ● ● ● ● 無
水辺の楽校開催
7・8月、26日間開催

水辺の楽校開催
7/27～8/25
（26日間開催）

530 Ａ 継続
課題：運営主体の高齢化に
ついて

228 6 ④ 商業労政課
高校生向けキャリア形成支援
事業

市内の高校生を対象に、地域社会で働く社会人との交流
等を通じて、主体性やコミュニケーション能力を養うととも
に、地元企業の理解を促し、今後の進路決定（キャリア・
ビジョン）に向けた一助とする。

● 有

延べ参加校　12校

将来の選択肢が広がった
と回答した生徒の割合
94.25％

延べ参加校　10校

将来の選択肢が広がったと
回答した生徒の割合　90％
以上

延べ参加校　12校

将来の選択肢が広がったと
回答した生徒の割合
93.9％

14,162

（若者の
地元就
職・ＵＩＪ
ターン就
職促進事
業の一

部）

Ａ 継続

各校の希望に沿ったプログ
ラムを提供するとともに、よ
り効果的な内容や実施方
法を検討していく。
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